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序　　文
歴史都市京都は、平安京建設以来の永くそして由緒ある歴史を蓄積しており、さらに

平安京以前に遡るはるかなむかしの、貴重な文化財も今なお多く地下に埋もれています。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、これまでに多くの遺跡の発掘調査を実施し、地中

に埋もれていた古都の過去の姿を多く明らかにしてきました。

これらの調査成果は現地説明会、京都市考古資料館での展示、写真展あるいはホーム

ページを通じて広く公開し、市民の皆様へ京都の地域の歴史に対し関心を深めていただ

けるよう努めております。

当研究所では、平成 13年より個々の発掘調査の概要をまとめた報告書を刊行しており、

その成果を公表しています。

このたび、地下駐車場建設にともなう平安京跡の発掘調査成果をここに報告いたしま

す。本報告書の内容につきましてご意見、ご批評をお聞かせいただけますようお願い申

し上げます。

末尾ではありますが、当遺跡の調査に際してご協力ならびにご支援たまわりました関

係者各位に厚く感謝し、お礼申し上げます。

平成 21年３月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢



例　　言

１ 遺　跡　名 平安京左京四条四坊二町跡

２ 調査所在地 京都市中京区東洞院通蛸薬師上る御射山町他地内

３ 委　託　者 京都市　代表者　京都市長　門川大作

４ 調 査 期 間 2008 年４月 11日～ 2008 年 10 月 31日

５ 調 査 面 積 838 ㎡

６ 調査担当者 東　洋一・山本雅和・能芝妙子

７ 使 用 地 図 �京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「三条大橋」を参考にし、

作成した。

８ 使用測地系 �世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位 ( ｍ ) を省略した）

９ 使 用 標 高 �T.P.：東京湾平均海面高度

10 使用土色名 �農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11 遺 構 番 号 調査区ごとに通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12 遺 物 番 号 通し番号を付し、写真番号も同一とした。

13 本 書 作 成 東　洋一・山本雅和・能芝妙子・近藤奈央

  付章１：丸山真史（京都大学大学院人間・環境学研究科）

  付章２：パリノ・サーヴェイ株式会社

14 上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、資料業務職員および調査業務職員があたった。

（調査地点図）
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平安京左京四条四坊二町跡

１．調査経過
本発掘調査は、京都市中京区東洞院通蛸薬師上る御射山町他地内に所在する御射山公園内に自

転車等の地下駐車場が建設されることになり、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護

課（以下「文化財保護課」と略する）の指導のもと、建設に先立ち実施することとなった。

調査地は、平安京左京四条四坊二町跡に該当し、四条坊門小路（現蛸薬師通）と東洞院大路（現

東洞院通）との交差点北東部に位置する。また調査地は、『京都市遺跡地図台帳
　１)

』によれば、平安

京跡の他に、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡である烏丸綾小路遺跡と烏丸御池遺跡の中

間に位置する。

調査地は公園として利用されていたため近代以降の攪乱が少なく、各時代の遺構の稠密な重な

りが想定できた。また、今回の調査では、上記遺跡の調査とともに中・近世都市京都への変貌の

指標となる構などの区画施設や建物・井戸などの状況から「下京」の構造と動向を探ることに主

眼を置いた。

調査範囲は地下駐車場が建設される公園北側と東側にＬ字型の調査区を設定し、排土仮置場の

－�－

図１　調査位置図（１：2,500）



確保のため調査区を２つに分けて、北側の東西方向に

長い調査区を１区、南東側の南北方向に長い調査区を

２区とした。なお、１区では、検出遺構の追及を目的

として南側の一部を拡張した。調査面積は１区452㎡、

２区 386 ㎡の合計 838 ㎡である。

2008 年４月 11 日から開始した公園設備の撤去な

どの準備工事の後、調査は１区・２区の順で進めた。

各調査区では、周辺の調査成果や調査期間などを考慮

して、基本的に第１面を江戸時代、第２面を室町時代、

第３面を鎌倉時代から平安時代の遺構面として調査し

た。さらに１区第３面で縄文時代・弥生時代の土器を

包含する流路を検出したことにより、流路がある西半

部分を第４面として調査した。

調査中は調査区設定段階および各遺構面の終了時に文化財保護課の検査を受け、2008 年 10 月

31日に調査区の埋め戻しを完了し、調査を終了した。

調査では、前記流路から縄文土器・弥生土器が出土し、また平安時代中期の井戸、鎌倉時代か

ら室町時代にかけての井戸・地下室・溝・土取穴、江戸時代の井戸・溝などを検出する等の成果

を挙げた。これをうけて、９月 13 日には「関西考古学の日」の一環として現場公開を催し、約

200 名の参加があった。また、現地説明会を 10 月４日に開催し、約 320 名の参加者があった。

その他にも隣接する京都市立高倉小学校の児童を対象として６月 14日に遺跡見学会（75名）、７

月７日に５年生の発掘体験授業（84名）、８月８日に自由研究夏休み体験発掘（４名）を受け入れた。

さらに中学校生徒を対象にチャレンジ体験授業を実施し、６月 10日に京都市立上京中学校（４名）、

24日には同神川中学校（２名）を受け入れた。10月３日には同春日小学校（13名）に説明会を

開催するなど、普及啓発活動を行い、好評を博した。

註

１） 『京都市遺跡地図台帳【第８版】』  京都市文化市民局　2007 年
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図３　調査前全景（南西から） 図４　調査風景（東から）

図２　調査区配置図（１：1,000）



２．調査地の位置と環境

（１）位置と環境（図５～８）
調査地は京都盆地を南流する鴨川右岸に砂礫層が堆積した鴨川扇状地の高まりに位置しており、

北東が高く南西が低い地形に立地してい

る。平安京左京の大半はこの鴨川扇状地

上に位置している。平安時代中期には衰

退する低湿地の右京とは異なり、乾燥地

でありながら井戸を掘れば新鮮な地下水

が得られたことが都市を存続させた一因

であろうと考えられる（図５）。

調査地がある平安京左京四条四坊二町

に関しての文献史料は、大治四年（1129）

にこの町から出火したとの記録があるの

が初出である
　１)

。また、12世紀前半に一町

か二町のいずれかに民部卿藤原宗通の邸

宅
　２)

が、12 世紀後半には大納言藤原重通の

邸宅があった可能性が指摘されている
　３)

。

調査地の北西側には、平安時代中期に創

建された六角堂（頂法寺）がある。また、

調査地西側の東洞院大路には高倉院・花

山院・大炊御門内裏・二条内裏・三条東

殿・五条東洞院内裏・六条内裏・六条中院・

八条院などが建ち並び、左京の主要街路

として機能していた。

鎌倉時代以降になると平安京の左京域

に相当する範囲のほぼ全域に、酒屋・油屋・

土倉などが点在していたことが文献史料

より窺える。調査地周辺にもそれらの存

在が確認できるが、調査地を含む街区に

ついては存在を示す記録はない（図６）。

また、室町時代前期に六角東洞院付近に

佐々木六角氏が屋敷をかまえ、六角氏の

建立した禅刹・大慈院が六角高倉付近に

存在したとされているが、詳細は不明で

－�－

図５　京都盆地の地層分布図（横山卓雄「京都の自然環境」
『平安京提要』角川書店 1994 年より抜粋加筆）

図６　応仁の乱前の京都市街図（高橋康夫『洛中洛外－環
境文化の中世史』平凡社 1988 年より抜粋加筆）



ある。

室町時代後期の応仁の乱（1467 年）か

ら天文法華の乱（1532）の頃になると京

都の市街地は縮小し、「上京」と「下京」

のまとまりが形成されたと考えられてい

る。調査地は下京の町組北東部近辺に位

置している（図７）。

桃山時代になると豊臣秀吉は伏見城を

造営すると同時に、内裏に面した東洞院

通を京都と伏見を連絡する竹田街道に直

結する主要街路として再生させた。また、

秀吉は慶長二年（1597 年）に東洞院通に

面した「三条坊門ヨリ四条坊門マデ四町、

又西ハ東洞院ヨリ東へ四町」に「東洞院

町太閤之御屋敷」を造営する計画をたて

た。調査地はこの南西隅に該当する。

江戸時代前期には調査地周辺は東洞院

通・蛸薬師通に面した両側町として、公

園の西側が「諏訪の町」、公園の南側が「せ

いしょうじ町」と呼ばれていた。これら

の町は江戸時代を通じて、東洞院通・蛸

薬師通に面して町屋を形成していたこと

が、様々な絵図などから確認できる。

「諏訪の町」は江戸時代後期の寛保年間

初め頃に現在の町名である「御射山町」

に変更されたことが絵図で確認できる。

町名の由来は町内に「諏訪ノ社」が祀ら

れていることにより、諏訪信仰の対象で

ある御神山として御射山の名称をとったものである。「せいしょうじ町」は、江戸時代中期の宝暦

十二年（1762）に刊行された『京町鑑』以降から現在の「泉正寺」の字があてられる。しかし、

この寺院の存在は確認されていない。

これらの町は下京町組の「三町組」に属していたが、鉾町を中心とした「古町」に対し、いず

れも「新町」となっている。「御射山町」が「三町組新町」の「東洞院壱町半組」に、「泉正寺町」

が「三町組新町」の「三四組」に組織されていた。

また、貞享二年（1685）に刊行された『京羽二重』によれば「御射山町」には泉州岸和田藩岡
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図７　戦国期の京都市街図（高橋康夫『京都中世都市史研究』
思文閣出版 1983 年より抜粋加筆）



部家の京屋敷があったとされ、両町に様々な職人・商人が居住していたことが記録されているが

場所は特定できない。調査地東に隣接する高倉小学校（旧日彰小学校）敷地は、江戸時代初頭は

織田辰之助（織田信則、織田信長の甥）の屋敷、その後は明治維新まで伊予松山藩松平家の京屋

敷として踏襲されていた。

明治維新以降も調査地には町屋が建ち並んでいたが、第二次世界大戦中に空襲避難所として調

査地の町屋は強制撤去され、戦後、跡地が御射山公園として整備され現在に至っている（図８）。

（２）周辺の調査（図９）
調査地を含む地域は、現在、オフィスビルや大小の商業施設が建ち並ぶ繁華街で、近年は再開

発が盛んに行われている。そのため、周辺の試掘調査や立会調査の件数は非常に多い。調査地周

辺の試掘調査や立会調査では、遺構として確認できたものは多くないが、弥生時代の流路や平安

時代から江戸時代に至る遺物包含層を各所で検出している。また、弥生時代から江戸時代の遺物

－�－

図８　下京四番組町割図（日向進『近世京都の町・町屋・町屋大工』思文閣出版 1998 年より抜粋加筆）



を多量に採集している。

ここでは調査地周辺の左京四条四坊および四条三坊東半部で実施された主要な調査の概要につ

いて、発掘調査を中心に平安京の条坊に準じて述べる。

左京四条四坊

一町　1993 年の立会調査では、古墳時代前期の土器を含む流路、室町時代の包含層・土坑を検

出した
　４)

。1996 年の立会調査では、南北方向の弥生時代の流路、平安時代中期・鎌倉時代・江戸時

代の土坑などを検出した
　５)

。

二町　調査地を含む二町内では過去２件の発掘調査が行われている。調査地に北接する 1990

～ 1991 年の発掘調査（図９- １）では、縄文時代から飛鳥時代の大規模な流路、平安時代中・後

期の区画溝・井戸・土坑、江戸時代前期の溝・土坑を検出した
　６)

。また、調査地に東接する 1993

年の発掘調査（図９- ２）では、平安時代後期から鎌倉時代の区画溝・井戸・土坑、室町時代の建

物・礫敷遺構・柱穴、桃山時代から江戸時代の柵・建物・井戸・土坑・石室などを検出した
　７)

。

三町　2007 年の発掘調査（図９- ３）では、弥生時代の竪穴住居・流路・土坑、室町時代の堀・

石組井戸・石組土坑・溝・建物・柵・土取穴、江戸時代中・後期の掘立柱建物・土坑を検出した
　８)

。

1991 年の立会調査では、飛鳥時代の流路西肩口を検出した
　９)

。

四町　1991 年の発掘調査（図９- ４）では、弥生時代の溝、中世の土壙墓、江戸時代初期の鏡

鋳造工房を検出した
  10)

。
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図９　周辺の調査地位置図（１：5,000）



五町　1986 年の発掘調査（図９- ５）では、平安時代前期から後期の土坑・柱穴・落込、鎌倉

時代から室町時代の井戸・土坑・柱穴・落込、桃山時代の土坑・柱穴、江戸時代の井戸・土坑・

掘込を検出した
  11)

。1989 年の発掘調査（図９- ６）では、古墳時代の流路、平安時代前期の整地層・

土坑、平安時代末期から鎌倉時代の井戸・土坑・柱穴、桃山時代から江戸時代の井戸・土坑・土取穴・

溝・柱穴・石室・木棺墓を検出した
  12)

。

六町　2002 年の立会調査では、古墳時代前期の包含層、鎌倉時代中期の包含層を検出した
  13)

。

七町　1987年の発掘調査（図９-７）では、弥生時代後期から古墳時代初頭の溝、古墳時代の柱穴、

平安時代中期の土坑・柱穴・溝状遺構、平安時代後期から鎌倉時代の土坑、室町時代の井戸・土坑、

桃山時代から江戸時代前期の井戸・土坑、江戸時代中期以降の井戸を検出した
  14)

。1996 年の立会調

査では、弥生時代の遺物を採集している
  15)

。

九町　1989 年の立会調査では、江戸時代初期の井戸から茶陶を含む陶磁器が多量に出土した
  16)

。

十二町　2000 年の発掘調査（図９- ８）では、平安時代中期から後期の湿地・井戸・溝・建物・

四条大路北側溝、鎌倉時代から室町時代前期の方形竪穴建物・土坑・柱穴、室町時代中期から桃

山時代の井戸・土坑・溝・柱穴を検出した
  17)

。

十三町　1982 年の試掘調査では、東京極大路の路面を検出した
  18)

。1995 年の試掘調査では、平

安時代末から鎌倉時代の土坑・柱穴・東京極大路などを検出した
  19)

。

十四町　1987 年の試掘調査では、平安時代の溝、東京極大路西側溝などを検出した
  20)

。1995 年

の立会調査では、平安時代の遺物を採集している
  21)

。

十六町　1990 年の試掘調査では、古墳時代の遺物を包含する流路や東京極大路の路面を検出し

た
  22)

。

左京四条三坊

九町　1987 ～ 1988 年の発掘調査（図９- ９）では、平安時代中期から後期の遣水・庭園・建物跡・

三条大路南側溝、鎌倉時代の井戸・土坑・溝・柱穴、室町時代の土坑・礎石列、桃山時代から江

戸時代前期の井戸・土坑・掘込・落込、江戸時代中期以降の井戸・掘込・土坑を検出した
  23)

。1999

年の発掘調査（図９-10）では、平安時代後期から末期の遣水・掘立柱建物・井戸・土坑、中世の

包含層などを検出した
  24)

。

十町　1989 ～ 1990 年の発掘調査（図９-11）では、平安時代中期から後期の土坑・柱穴・落込・

整地層、鎌倉時代から室町時代の井戸・土坑・柱穴・落込・掘込・溝状遺構、桃山時代から江戸

時代前期の井戸・土坑・溝・柱穴・掘込、近世の井戸・土坑・柱穴・瓦溜などを検出した
  25)

。

十一町　1991 年の試掘調査では、古墳時代の包含層を確認した
  26)

。1992 年の立会調査では、落

込から弥生時代中期後半の線刻を施した大型広口壷などが出土した
  27)

。

十二町　2006 年の発掘調査（図９-12）では、弥生時代の竪穴住居・方形周溝墓・土坑、平安

時代の土坑・柱穴、鎌倉時代の井戸・土坑、室町時代の井戸・土坑・石室・埋甕、桃山時代から

江戸時代初期の井戸・土坑、江戸時代の井戸・土坑・便所・石室などを検出した
  28)

。

十三町　1982 年の発掘調査（図９-13）では、弥生時代の溝・住居跡、平安時代から江戸時代
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の井戸・土坑・溝などを検出し、石器を含む弥生時代の遺物が多量に出土した
  29)

。1989 ～ 1990 年

の発掘調査（図９-14）では、弥生時代の溝・落込、平安時代の井戸・土坑・溝・柱穴、鎌倉時代

から室町時代後半の石組井戸・礎石・溝・柱穴・落込、桃山時代以降の井戸・石室・土坑・溝状遺構・

石組遺構・便所の埋竈・水琴窟などを検出した
  30)

。1990 年の試掘調査では、弥生時代・古墳時代の

溝、鎌倉時代から室町時代にかけての遺構を多数検出した
  31)

。

十四町　1983 年の立会調査では、平安時代の流路を確認した
  32)

。

十五町　1977 年の発掘調査（図９-15）では、平安時代の井戸・土坑、鎌倉時代の井戸・土坑、

室町時代の建物・井戸・土坑などを検出した。1978 年には２件の発掘調査（図９-16・17）が実

施され、平安時代の井戸・柱穴、中世の土坑・柱穴、近世の井戸・土坑・溝・石室などを検出し

た。1979 年の発掘調査（図９-18）では、平安時代の四条坊門小路北側溝、中世の土坑・溝・柱穴、

近世の瓦溜などを検出した
  33)

。

十六町　1977 年の京都市高速鉄道烏丸線（地下鉄烏丸線）の発掘調査（図９-19）では、六角

小路の路面と北側溝を検出した
  34)

。1986 年の発掘調査（図９-20）では、平安時代後期の井戸・土

坑・柱穴、鎌倉時代の柱穴、室町時代の柱穴列・落込・土坑、江戸時代の井戸・溝・土坑・掘込・

落込・柱穴列を検出した
  35)

。1992 年度の立会調査では、南北方向の室町時代後期の堀と東洞院大路

の路面を検出した
  36)

。また、六角堂（頂法寺）境内では４次にわたって発掘調査（図９-21）が実施

され、縄文時代から弥生時代前期の流路、平安時代後期の柱穴・区画溝などを検出した
  37)

。

調査地北側の左京三条四坊四町では、中京郵便局や京都文化博物館などの発掘調査が行われて

いる。縄文時代の土坑・包含層、平安時代の三条大路・高倉小路・土坑・井戸、鎌倉時代から室

町時代の東洞院大路・井戸・土坑・柱穴列、江戸時代の溝・土坑・石垣・集石遺構などを検出し

た
  38)

。

このように周辺の調査では縄文時代から近代までの重層する遺構が検出されており、今回の調

査でもこれまでの調査成果に関連する遺構の検出が期待された。
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３．遺　　構

（１）基本層序（図 10・11、図版 25）
調査区内の土層は、遺構の重複と部分的な堆積が多く、同一層が両調査区を通じて堆積するこ

とは地山の砂礫層を除いてない。層序は場所によって異なるので、ここでは１区南壁断面図の東・

西箇所（図 10－南壁１・２）と２区西壁南・北箇所（図 11－西壁１・２）の合計４箇所の層序

で代表させておく。

１区西部（図 10－南壁２）は地表下約 1.5 ｍで江戸時代初頭の遺構面となり、これを第１面と

した。地表下 1.6 ｍにオリーブ褐色砂泥を基盤とする室町時代の遺構面があり、これを第２面と

した。地表下約 2.0 ｍの地山面で平安時代から鎌倉時代の遺構を検出したことから、これを第３

面とした。地山は砂礫層である。また、地山面で縄文土器・弥生土器を包含する１区流路 632 を

検出し、これを第４面の遺構とした。

１区東部（図 10－南壁１）は地表下約 1.0 ｍまで攪乱を受けていた。攪乱直下におおよそ３層

に分かれる厚さ約 0.4 ｍの江戸時代の土層があり、この下面を第１面とした。第１面の下層は厚

さ約 0.3 ｍの江戸時代初頭の土層があり、この下面を第２面とした。第２面では室町時代の遺構

検出をめざしたが、基盤層となる土層は部分的にしか分布しない。第２面の土層・遺構を掘り下げ、

平安時代から鎌倉時代の遺構を検出し第３面とした。地山は砂礫層である。

２区南部（図 11－西壁１）は地表下 0.8 ｍまで公園の盛土である。盛土の下におおよそ４層に

分かれる厚さ約 0.6 ｍの江戸時代の土層があり、この下面を第１面とした。第１面の下層は厚さ

約 0.2 ｍの江戸時代初頭の土層があり、この下面を第２面とした。室町時代の土層は遺構の切り

合いとして現れるだけで、遺構を掘りきった段階で砂礫からなる地山面の第３面となる。ただし、

２区中央部では東西方向に黄褐色粘質土などが堆積した幅約８ｍ、深さ約１ｍの２区流路 444 を

検出したが、埋土は無遺物層であったため、断割調査に留め、２区に第４面は設定しなかった。

２区北部（図 11－西壁２）は地表下約 0.4 ｍまで公園の盛土である。盛土の下には厚さ約１ｍ

の江戸時代の土層がある。この部分は土蔵の基礎が重複し、一部には土間と考えられる固く締まっ

た部分がある。この下面を第１面とした。２区北部には江戸時代初頭の土層はなかったため、第

２面の遺構はほぼ同一の面で検出することとなった。第２面の室町時代の土層は、多くが２区流

路 444 に堆積した粘質土を取るための土取穴の埋土である。室町時代の土層は遺構の切り合いと

して現れるだけで、遺構を掘りきった段階で砂礫の地山と２区流路 444 に堆積した粘質土からな

る第３面となる。

調査では第１面で江戸時代、第２面で室町時代、第３面で平安時代から鎌倉時代、第４面で飛

鳥時代以前の遺構検出をめざしたが、遺構・土層が重複するため各遺構面では、目的とした時期

の遺構の他に前後する時期の遺構を検出・掘削することもあった。
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図 10　１区南壁断面図（１：150、１：80）
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図 11　２区西壁断面図（１：150、１：80）



（２）１区第１面（図 12～ 15、図版１・26・27）
調査区の中央には南北方向の溝 160 がある。少なくとも江戸時代中期には埋没しているが、江

戸時代前期はこの溝により調査区内は東西に区画されていたと考えられる。溝の西側は柱穴や井

戸・竈・土坑などが分布し、東洞院通に面した東西方向に奥行をもつ町屋が並ぶと考えられる。

東側は大規模な土坑群や柱穴・井戸などが分布する。

調査区南部には井戸掘形南端・柱穴列・土蔵・土坑などが東西方向に並ぶ箇所があり、

X=-110,191 前後の軸線上に宅地境界が想定できる。また、調査区西端では南北方向に竈を２基検

出しており、この竈が各々別の町屋に属する施設であると想定すると、X=-110,185 前後の軸線上

にも宅地境界が想定できる。したがって、調査区内には町屋空間が３区画あった可能性が指摘で

きる。町屋空間や宅地境界の詳細については、まとめで考察を述べる。

溝 160（図 12、図版 26）  調査区中央部で検出した南北方向の溝である。北および南へは調査

区外へ延長する。護岸施設などを持たない素掘りの溝である。検出面での規模は、幅約 3.0 ｍ、

深さ約 1.8 ｍある。断面形はＶ字形を呈する。溝底面の標高は約 36.0 ｍであり、わずかに南が低

い。埋土の堆積状況は、最下層の暗褐色砂質土層には流水の痕跡がある。中位は中央が低く窪み、

腐植土混じりの黒褐色砂泥などが堆積する。上層は暗褐色砂泥や黒褐色砂泥などが堆積する。下

層から唐津産施釉陶器椀が出土している。

溝160上面では調査区北端付近で石組溝を検出した。検出面での規模は、幅約0.7ｍ、深さ約0.4

ｍあり、江戸時代中期に属する遺物が出土した。さらに、後述する甕据付穴 158 は溝 160 埋没後
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の上面で検出しており、これらの

遺構の重複状況から、溝 160 は江

戸時代中期までに埋没したものと

考えている。なお、埋土からは多

数の動物遺体が出土している。詳

細は付章１を参照していただきた

い。

井戸 115・221・222　調査区中

央部から西端にかけて東西方向に

並んで検出した江戸時代から近代

にかけての井戸群である。いずれ

も掘形の平面形は円形を呈し、検

出面での規模は、径約 2.5 ｍで、

深さは４ｍまで掘り下げたが底面

は未検出である。

井戸 115は井戸側に花崗岩を使

用した石組井戸で、上部に漆喰の

補修痕がある。また、石組下方ではコンクリート製の井戸側を検出していることから、江戸時代

から近代まで掘り下げて改修しながら使われ続けたことがわかる。

井戸 221 は石組井戸である。掘形から出土した遺物から江戸時代初頭と考えている。

井戸 222 は掘形のみで井戸側はない。石組の石材は抜き取られ転用されたのであろう。掘形か

ら出土した遺物から江戸時代中期と考えている。

井戸 67　調査区東部北壁際で検出した井戸である。掘形の北半は調査区外にある。掘形の平面

形は楕円形を呈し、検出面での規模は、東西約 2.0 ｍ、南北約 1.2 ｍある。北壁際で検出したた

め底面は未検出である。井戸側はなく、石組の石材は抜き取られたのであろう。出土遺物から江

戸時代中期に埋没した井戸である。

土蔵 78　調査区中央南部で検出した土蔵の基礎と考えられる遺構である。基礎は掘込地業を用

いた溝を周囲に巡らすもので、溝内の地業は砂と礫を交互に積み重ねている。西側は削平を受け、

南側は調査区外へ広がる。検出面での規模は、東西約 4.3 ｍ、南北 2.5 ｍ以上、地業の溝幅約 0.6

ｍ、深さ約 1.2 ｍある。比較的小型の土蔵であろう。出土遺物から江戸時代前期と考えられる。

竈 218・224（図 13、図版 27）  竈は調査区西端の北端で竈 218 を、中央南寄りで竈 224 を検

出した。いずれも底面や側壁は熱を受け赤く焼け締まる。

竈 218 の南袖部ならびに奥壁は、芯に平瓦と粘土を使用して構築し、さらに灰黄褐色砂泥で固

める。竈の北・西部は調査区外へ広がるため不明確であるが、平面形は東西に長い馬蹄形を呈す

ると考えられる。検出面での規模は、東西約 1.3 ｍ、南北 0.5 ｍ以上、残存高は 0.8 ｍある。断

－ 15－

図 12　１区溝 160 断面図（１：50）



面観察からは、各々の底部を形成する粘

土層を挟んで灰層を３層確認しており、

補修を重ねて使用したことが窺われる。

竈袖西端部に立方体の花崗岩切石が据え

られており、焚口の一部であろうと考え

ている。

竈 224 は西側は調査区外にあり、東

側は井戸 222 によって削平を受けてい

るため、遺存状況は悪い。検出面での規

模は、東西1.5ｍ以上、南北約0.8ｍある。

両竈とも出土遺物から江戸時代初頭から

前期にかけての竈であると考えられる。

甕据付穴 158・177・182（図 14、図

版 27）  調査区西半中央部で検出した東

西方向に並ぶ甕据付穴である。甕据付穴

158 は溝 160 埋没後の上面で検出した。

甕据付穴 177 と甕据付穴 182 の間は約

1.1 ｍ、さらに甕据付穴 177 から約 3.0

ｍ東に甕据付穴 158 が位置する。いずれも掘形底面からやや浮いた箇所に信楽産施釉陶器甕を正

位置で埋めている。掘形の平面形は概して円形を呈し、検出面での規模は、径 0.45 ～ 0.62 ｍ、

深さ 0.17 ～ 0.33 ｍある。甕据付穴 182・158 の甕内底面から寛永通寳が各々１枚貼り付いた状

態で出土した。検出状況からこれらの甕は便所である可能性が高い。甕据付穴 177・182 の掘形

底面の標高は約 37.5 ｍ、甕据付穴 158 の掘形底面の標高は約 37.6 ｍである。甕据付穴はいずれ

も出土遺物から江戸時代中期と考えている。
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図 13　１区竃 218 実測図（１：30）

図 14　１区甕据付穴 158・177・182 実測図（１：30）



柱穴群　調査区西半ではほぼ全域にわたり柱穴を検出したが、東半では南部を除きまばらであ

る。建物として復元することはできなかったが、柱筋が通るものについては後述する。柱穴の平

面形は、円形ないし楕円形を呈する。

柱穴 237 ～ 239 は調査区西半、井戸 221 と井戸 222 の間で検出した東西方向に柱筋を揃える

柱列で、井戸221・井戸222掘形南端から約0.5ｍ北に位置する。検出面での規模は、径0.4～0.5ｍ、

深さ 0.15 ～ 0.32 ｍある。柱間は約 1.2 ｍ（４尺）の等間である。江戸時代初頭の遺物が出土した。

柱穴 26・46・122・123・126・133・138 は調査区東半南寄りで検出した東西方向に柱筋を

揃える柱列で、検出位置は井戸115と土蔵78の間、土坑45と土坑37の間を東西方向に延長する。

いずれも底面に根石はない。検出面での規模は、径約 0.5 ｍ、深さ約 0.3 ｍある。柱間は等間で

はないが、敷地境の柵である可能性が高い。各柱穴からは江戸時代初頭から前期の遺物が出土した。

土坑 96・45・71・117　土坑 96 は調査区東端中央部で検出した土坑である。東側は調査区外

に広がる。検出面での規模は、東西 2.3 ｍ以上、南北約 3.6 ｍ、深さは約 1.7 ｍある。底面の標

高は約 36.1 ｍである。埋土の最下層には鉄滓状遺物が堆積し、上面には炭が堆積していた。出土

遺物から江戸時代前期に埋没したと考えられる。

土坑 45・71・117 は調査区東半南寄りで検出した土坑群である。土坑 71の東肩口は調査区外

へ広がる。検出箇所の特徴としては、南肩口が東西にほぼ同一線に位置し、肩口が垂直に近い形

状を示すことが挙げられ、敷地境界を意識したためと考えられる。検出面での規模は、土坑 45が

東西約 6.7 ｍ、南北約 1.4 ｍ、深さ約 1.1 ｍ、土坑 117 が東西約 6.7 ｍ、南北約 3.3 ｍ、深さ約 1.0

ｍある。土坑 71の検出面での規模は、東西 3.2 ｍ以上、南北約 2.1 ｍ、深さ 1.0 ｍある。各土坑

の埋土は炭を多く含み、底面には鉄滓状遺物が堆積していた。土坑 45と土坑 117 は重複状態に

あるが、出土遺物からは江戸時代中期の土坑群であり、近接した時期に連続して形成されたと考

えられる。

鉄滓状遺物出土土坑　上記土坑以外で鉄滓状遺物が出土

した土坑には、東半では土坑 20・86・89・144・145、西

半では土坑 175 がある。大型の土坑 20 を除けば、他は比

較的小規模な土坑である。これら土坑の分布は調査区のほ

ぼ全域に及ぶことから、土坑群が掘られた時期には調査区

内に東西を画する施設はなかった可能性が高い。

土坑 94　調査区南東隅で検出した土坑である。東・南側

は調査区外へ広がり、南側は２区の土坑 123 に連続すると

考えられるため、土坑 123 とまとめて報告する。検出面で

の規模は、東西 1.5 ｍ以上、南北 5.7 ｍ以上、深さ約 1.7

ｍあり、底面の標高は約 36.4 ｍである。埋土は黒灰色砂泥

である。

土坑 155（図 15）  調査区中央南側で検出した土坑である。
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図 15　１区土坑 155 実測図（１：30）



平面形は方形を呈し、検出面での規模は、東西約 1.0 ｍ、南北約 0.9 ｍ、深さ約 0.7 ｍある。底部・

口縁部を欠いた甕が倒立した状態で出土した。甕内には漆喰塊が詰まる。底面の標高は約 37.1 ｍ

である。江戸時代中期の土坑である。

土坑 37　調査区南東部で検出した東西に長い土坑である。検出面での規模は、東西約 2.9 ｍ、

南北約 1.6 ｍ、深さ約 2.0 ｍある。壁を垂直に掘る方形土坑である。出土遺物から江戸時代中期

と考えている。坩堝が出土している。

（３）１区第２面（図 16～ 21、図版２・28～ 30）
第２面では調査区中央東寄りで南北方向の２条の溝（溝 330・454）を検出した。井戸は調査

区西端から東端で検出し、中央部に最も密集する傾向にある。西半で地下室 410 や土坑 390 を検

出した。その他調査区全域で柱穴などを検出しているが、建物としてはまとまらない。

溝 330・454・490　南北方向の溝で、北および南へは調査区外へ延長する。各溝の西肩口検出

地点は、東洞院大路東築地心想定線から東へそれぞれ溝 330 が 32.6 ｍ、溝 454 が 30.5 ｍに位

置する。検出面での規模は、溝 330・溝 454 とも長さ 10.2 ｍ以上、溝 330 は幅約 2.6 ｍ、深さ

約 0.7 ｍ、溝 454 は幅約 1.5 ｍ、深さ約 0.5 ｍあり、溝底面は南に向かって緩傾斜を呈し、南端

が約 0.1 ｍ低い。断面形はＵ字形を呈する。時期は室町時代後期前半である。

溝 490 は第３面で検出した遺構であり、１区第３面で図示したが、出土遺物からは第２面で検

出すべき遺構であったことからこの項で示す。溝 330 東肩口から東へ 4.5 ｍの地点で溝 490 西肩

口を検出した。検出面での規模は、幅約 2.2 ｍ、深さ約 1.0 ｍあるが、調査区南端では西肩口が

やや広がり、幅は約 2.8 ｍとなる。この溝 490 は、後述する２区溝 230 ならびに溝 240 に連続

する。

井戸 271　調査区東壁際で検出した石組井戸である。東半は調査区外に広がる。掘形の平面形

は概して円形を呈し、検出面での規模は、掘形径約 2.5 ｍ、深さ約 2.0 ｍあり、底面の標高は約

35.3 ｍである。掘形の中央に円形の石組で井戸側を構築する。石組径は 1.0 ｍある。石組上部は

土坑 94によって削平を受ける。石材は川原石が主体で花崗岩は少ない。第２面で検出した井戸で

あるが、出土遺物から江戸時代初頭と考えられる。

井戸 298（図 16）  調査区中央北寄りで検出した井戸である。掘形の平面形は円形を呈し、検出

面での規模は、掘形径約 2.0 ｍ、深さ約 2.4 ｍあり、底面の標高は約 35.0 ｍである。掘形壁面の

底面から約 0.6 ｍ上部に段がある。室町時代後期後半の遺物が出土している。

井戸430（図16、図版29）  調査区北西部で検出した石組井戸である。掘形の平面形は円形を呈し、

検出面での規模は、掘形径約 1.8 ｍ、深さ約 2.0 ｍあり、底面の標高は約 35.3 ｍである。掘形底

面に長さ 0.6 ｍ、幅 0.1 ｍの横板を用いた方形の枡を据え、その直上に川原石を用いて円形の井

戸側を構築する。石組内径は 0.85 ｍある。鎌倉時代後期から室町時代初頭の井戸である。

井戸 304（図 16、図版 29）  調査区中央東部で検出した石組井戸である。掘形の平面形は円形

を呈し、検出面での規模は、掘形径約 1.8 ｍ、深さ約 2.1 ｍあり、底面の標高は約 35.2 ｍである。
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図 16　１区井戸 298・304・430・435・452 実測図（１：50）



底面に長さ 0.7 ｍ、幅 0.3 ｍの横板を用いた方形の枡を据え、直上に川原石を用いて円形の井戸

側を構築する。石組内径は 1.15 ｍある。鎌倉時代後期から室町時代初頭にかけての井戸である。

井戸 435・452（図 16、図版 29）  調査区中央西部で検出した井戸である。井戸 435・452 は

重複し、井戸 452 が新しい。井戸側の構造は円形縦板組である。掘形の中央部に縦板を円形に立

て並べ井戸側とする。縦板組の径は約 1.0 ｍある。底面には曲物を据える。縦板組の板は腐食が

激しく、枚数や幅などは確認できなかった。樹種はコウヤマキである。掘形の平面形は楕円形を

呈し、検出面での規模は、

井戸 435 が長径約 2.9 ｍ、

深さ約 2.2 ｍあり、底面の

標高は 34.7 ｍある。井戸

452 は長径約 1.7 ｍ、深さ

約 2.3 ｍあり、底面の標高

は 34.78 ｍある。井戸の時

期は出土遺物から井戸 435

は室町時代前半、井戸 452

は室町時代後期前半であ

る。

地下室 410（図 17、図

版 30）  調査区南西部で検

出した南北に長い土坑であ

る。検出面での規模は、東

西 2.5 ～ 3.0 ｍ、南北約 5.8

ｍ、深さ約 1.4 ｍあり、底

面はほぼ平坦である。底面

の標高は約 35.9 ｍあり、

一例として鎌倉時代の井戸

580 の底面標高約 35.1 ｍ

より高いので、壁面や底面

からの水の浸入はなかった

ものと思われる。壁面は底

面に対し垂直に近い箇所と

やや外側へ角度をもつ箇所

がある。東・西・南辺の壁

際底面には、長径 10 ㎝前

後の川原石を一部欠落した
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図 17　１区地下室 410 実測図（１：50）



箇所もあるが、各辺に長軸を平行して列状に並べ

る。。北壁際底面には石を抜き取ったと考えられる

溝状の痕跡がある。底面南半には東西方向を示す長

さ 1.0 ｍ前後、幅 0.05 ｍ四方の角材を南北に 0.5

ｍ間隔で３本並べ、その上に幅約 0.2 ｍの板を南北

方向に敷いた痕跡を検出した。板痕跡は東西約 1.8

ｍ、南北約 2.5 ｍの範囲に及ぶ。底面に根太を据え

上面に板を敷いた板張りであると考えられるが、南

東隅の石列上に東西方向を示す角材痕跡を検出し

ていることから、壁面の擁壁材が倒れ込んだ可能性

もある。地下室である「穴蔵」が想定できる。埋土

から土師器・瓦器などが多量に出土した。埋没した

時期は鎌倉時代後期である。

土坑 380 Ａ　調査区西部中央で検出した溝状の土坑である。地下室 410 埋土上に位置し、東側

を井戸221、西側を井戸222に攪乱される。検出面での規模は、東西3.1ｍ以上、南北約1.7ｍあり、

深さ約 0.9 ｍある。埋土中から土師器皿が多量に出土した。出土遺物から室町時代後期後半と考

えられる。

土坑 390（図 18、図版 28）  地下室 410 から北東に約２ｍの地点で検出した土坑である。東肩

口は削平を受けるが、平面形は東西に長い楕円形を呈する。検出面での規模は、東西 1.3 ｍ以上、

南北約 0.9 ｍ、深さ約 0.2 ｍある。北東部を中心に土師器皿が多量に出土した。出土遺物から鎌

倉時代と考えられる。

（４）１区第３面（図 19～ 21、図版３・31）
検出した平安時代の遺構について四行八門区画で示すと、平安時代中期の井戸 583 は、東洞院

大路東築地心想定線から東に約 14ｍの地点、六門・七門界想定線の北側で検出した。鎌倉時代の

遺構は、井戸 583 の南側で土坑 399 を、調査区東半中央で井戸 580 を検出した。また、東半中

央北側では、室町時代前期の甕蔵であると考えられる規則性をもって配置された甕据付穴を９基

検出した。

井戸 583（図 19、図版 31）  調査区西部で検出した井戸である。掘形は東西が削平を受けるが、

平面形は円形を呈する。検出面での規模は、掘形径約 2.1 ｍ、深さ約 1.4 ｍあり、底面の標高は

約 35.1 ｍである。検出面から約 1.0 ｍ下がった位置で掘形がすぼまり径約 1.2 ｍの窪みとなって

おり、この箇所に曲物を据えた可能性がある。出土遺物から平安時代中期と考えている。

井戸 580（図 19）  調査区中央部で検出した方形縦板横桟組井戸である。掘形の平面形は隅の丸

い方形を呈する。検出面での規模は、東西約 1.9 ｍ、南北約 1.7 ｍ、深さ約 0.75 ｍあり、底面の

標高は約 35.1 ｍである。掘形の北東寄りに井戸側を据える。井戸側は一辺約 0.8 ｍ、高さ約 0.2
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図 18　１区土坑 390 実測図（１：30）



ｍある。井戸側の遺存状態は悪いが、樹種はス

ギである。鎌倉時代の遺物が出土した。

甕据付穴群（図 20、図版 31）  調査区東半中

央の北側で検出した甕を据え付けたと考えられ

る土坑群である。土坑が規則性をもって並ぶ遺

構であるが、甕本体は未検出である。掘形の検

出箇所周囲は削平を受けているが、検出状況か

ら東西方向ならびに北側の調査区外へさらに広

がる可能性がある。甕据付穴は南北３列、東西

３列に並び、甕据付穴 562・563・564・567・

568・569・572・573・575 の合計９基検出した。

据付穴の間隔は、据付穴心々間で平均 0.8 ｍあ

ることから、最大径 0.8 ｍの大甕を据えること

が可能であると考えられる。据付穴の検出面で

の規模は、径の平均約 0.6 ｍ、深さ約 0.2 ｍある。

据付穴を覆う施設については不明である。油や

酒などの液体を貯蔵していた甕を据え付けたも

のと考えられる。出土遺物から鎌倉時代末から

室町時代初頭と考えている。
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図 19　１区井戸 580・583 実測図（１：50）

図 20　１区甕据付穴群実測図（１：50）



土坑 500　甕据付穴の南東部、甕据付穴 562 に接して検

出した土坑である。掘形の平面形は円形を呈し、検出面で

の規模は、径約 1.7 ｍ、深さ約 1.0 ｍあり、底面の標高は

約 36.4 ｍである。底面は平坦である。出土遺物から鎌倉時

代前期と考えている。

土坑 624　調査区西半で検出した土坑である。南側は地

下室 410 によって削平を受けるが、平面形は方形を呈する。

検出面での規模は、東西約3.0ｍ、南北1.7ｍ以上、深さ約1.4

ｍあり、底面の標高は地下室 410 とほぼ同一である。出土

遺物から鎌倉時代前期の遺構と考えられる。

土坑 399（図 21）  調査区南西部で検出した土坑である。

平面形は東西にやや長い方形を呈し、検出面での規模は、

長さ約 1.6 ｍ、幅約 1.5 ｍ、深さ約 1.3 ｍあり、底面の標

高は 36.2 ｍある。底面は平坦である。出土遺物から鎌倉時代と考えられる。

（５）１区第４面（図版４・32）
第４面では縄文時代後期から古墳時代にかけての流路 632・632B を検出した。

流路 632（図版４・32）  流路 632 は調査区中央部から西部にかけて検出した流路である。北北

東から南南西を示し、北北東および南南西へは調査区外へさらに延長しており、西肩口は未検出

である。流路内東部で高まりを検出したことから、高まり以東は流路 632 Ｂとして遺物を取りあ

げている。流路の検出面での規模は、幅 17.0 ｍ以上あり、東肩口から約 6.0 ｍに前述した高まり

がある。深さは約２ｍあり、底面の標高は北端が約 35.8 ｍ、南端が 35.7 ｍあり、南南西方向に

流れていたと考えられる。堆積層は褐色砂礫層が主体であり、最下層には暗黄灰色粘土ブロック

が混在する砂礫層が堆積する。粘土ブロックが混在する状況は、洪水により上流側の肩口が削り

取られた状況を示していると考えられる。最下層である第４層から縄文時代後期・晩期の土器が

出土した。共伴して炭化材が出土しているが、樹種同定の結果クリであることが判明した。この

炭化材について放射性炭素年代測定を実施したところ、B.C.1291 ～ 1131 年を示すという結果が

得られ、縄文時代晩期前半に対応することが判明した。このことから流路 632 は縄文時代晩期以

降に堆積が進行したものと考えられる。結果の詳細については、付章２を参照していただきたい。

第１層から第３層および流路 632B からは弥生時代中期後半から古墳時代中期の土器が出土して

おり、当該期まで流路が存続したと考えられる。

なお、調査地北側の調査では、調査区西部で南西に流れる流路を検出しており、流路 632 の延

長部と考えられる。北側の調査では縄文時代晩期から飛鳥時代の遺物が出土した
　１)

。

（６）２区第１面（図 22～ 28、図版５・33・34）
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図 21　１区土坑 399 実測図（１：50）



蛸薬師通に面した南北方向に奥行をもつ町屋が並ぶと考えられる区域である。調査区中央には

現行町境（蛸薬師通から約 20ｍ北側）があり、北側が御射山町、南側が泉正寺町となる。調査で

は現行町境直下で江戸時代前期の東西方向の柵１を検出しており、現行町境は柵１を踏襲したも

のと考えられる。この柵１以南では江戸時代初

頭以降の遺構を集中して検出した。泉正寺町側

の町屋の奥行は御射山町側の町屋の奥行に比べ

短いこととなる。

柵１（図 22）  調査区中央で検出した東西方

向の柱穴列で、東から柱穴 107・190・96・

92 および土坑 77 の底面で根石を検出した。

４間分検出しており、根石を据えるものと据

えないものがある。柱間は約 2.0 ｍあり、京間

（1.97 ｍ）の間隔をとる。柱穴の平面形は円形

ないし楕円形を呈し、検出面での規模は、径約

0.4 ～ 0.5 ｍ、深さ約 0.2 ｍあるが、土坑 77

底面で検出した根石は約 0.5 ｍある。出土遺物

から江戸時代前期と考えている

穴蔵１（図 23、図版 33・34）  調査区南東

隅で検出した穴蔵である。検出位置から蛸薬師

通に面した町屋敷地内に造られた穴蔵と考えら

れる。土坑を掘り、周囲に石材を積み上げ擁壁

とする。平面形は方形を呈するが、北東部は東

にやや張り出し、この箇所に昇降用の階段を取

り付ける。石組擁壁に使用される石材は花崗岩

が多く、内側に平坦面を向けるが、大きさは様々

である。石組内面は全面にわたり火を受けたこ

とにより赤変している。検出面での規模は、掘

形東西の長さは階段部分を含めて約 4.1 ｍ、南

北約 3.7 ｍ、深さ約 0.6 ｍある。石組内法は2.5

ｍでほぼ正方形を呈する。階段は石を３段積み

上げ敷設している。床面はほぼ平坦である。南

西隅床面には礎石と考えられる石材が据えてあ

る。床面ならびに石材の構築方法を確認するた

め床面を断ち割ったところ、深い箇所で床面か

ら約 0.5 ｍ掘り窪めていることが判明した。掘
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り窪めた後は焼土を用いて石組底面際まで入れ土・整地し床を造っていたが、西面石組のみは石

組下にまで入れ土が及んでいる。この状況から、一つには穴蔵構築段階で焼土の廃棄物整理穴と

兼用の土坑を前もって掘り下げた可能性、一つには石組西面の石組が作り直された可能性などが

想定できる。この床面入れ土中から蓋をした状態で土師器壷が出土している。何らかの祭祀に伴

うものであろう。床面の標高は約 36.9 ｍである。穴蔵埋土からは焼土や焼けた桟瓦などが多量に

出土しており、穴蔵造成後に起こった火災の後片づけがなされたと考えられる。出土遺物からは、

江戸時代中期に造られ、江戸時代後期に火災を受け埋め戻されたことが窺われる。

穴蔵７（図 24）  調査区南半西寄りで検出した、石組を伴う穴蔵である。平面形はやや歪な南北

に長い長方形を呈し、北肩口は削平を受ける。検出位置から蛸薬師通に面した町屋敷地内に造ら

れた穴蔵と考えられる。検出面での規模は、掘形は東西約2.4 ｍ、南北約4.0 ｍ、深さ約0.5 ｍある。

床面は粘土を貼り、平坦面を呈する。底面の標高は約 37.1 ｍである。床面ならびに石組面には火

を受け赤変した箇所がある。掘形の出土遺物から穴蔵１より古く江戸時代初頭に遡る可能性が高

いが、穴蔵１と同じく江戸時代後期の火災後の廃棄物投棄穴として埋め戻されていたことが判明
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図 23　２区穴蔵１実測図（１：50）



した。

土蔵 70（図 25、図版 34）  調査区南西部

で検出した土蔵である。穴蔵７北端から約0.5

ｍ北に位置する。平面形は方形を呈し、検出

面での規模は、一辺約 4.0 ｍある。周囲に地

業を敷設するための溝を掘る。溝は断面形が

Ｕ字形を呈し、深さ約 0.6 ｍある。溝内には

砂と砂礫を交互に積み重ね地業とする。地

業北東隅には長径 25～ 45 ㎝大の石を敷き、

伏せた状態で土師器皿が４個体出土した。土

蔵の構築に伴う地鎮を示す可能性がある。土

師器の年代から江戸時代前期である。

土蔵 110　調査区北半東壁際で検出した土

蔵である。大半が調査区外へ広がるため全体

の規模は不明であるが、地業を敷設するため

の溝の西側を検出したと考えている。検出面

での規模は、南北約 10.0 ｍある。溝の断面

形はＵ字形を呈し、溝幅約 1.0 ｍ、深さ約 1.0

ｍある。溝内には砂と砂礫を約 0.1 ｍ程の厚

さで交互に積み重ね、突き固めて地業として

いる。出土遺物から江戸時代前期と考えられ

る。

石室 168・169・170（図 26、図版 34）  調

査区南東部で検出した石室である。石室 168

は後述する井戸９、集石土坑 45 と南北方向

に並ぶ。また、石室 169・石室 170 も南北

方向に並ぶ。掘形の平面形はやや歪な方形を

呈し、いずれも長径 0.1 ｍ前後の川原石を用

いて、掘形内に石組を作る。

石室 168 は南北が後世の遺構に、上部は

後述する土坑 46によって削平を受ける。検出面での掘形の規模は、一辺約 1.5 ｍ、深さ約 0.9 ｍ

ある。石室の平面形は方形を呈し、石組内法は 0.7 ～ 0.8 ｍある。埋土から稲藁灰が出土した。

石室 169 は上部を穴蔵１によって削平を受ける。検出面での掘形の規模は、一辺約 1.4 ｍ、深

さ約 0.9 ｍある。石組の平面形は隅の丸い方形を呈し、石組内法は約 0.7 ｍある。

石室 170 も上部を穴蔵１によって削平を受ける。検出面での掘形の規模は、一辺 1.0 ～ 1.1 ｍ、
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図 24　２区穴蔵７実測図（１：50）

図 25　２区土蔵 70土器出土状況平面図（１：30）



深さ約 1.0 ｍある。石組の平面形は円形を呈し、石組内法径は約 0.6 ｍあ

る。底面は石組下面から約 0.3 ｍ掘り下げられていた。

石室 168・169・170 はいずれも出土遺物から江戸時代前期である可

能性が高い。遺構の性格は不明である。

集石土坑 45（図 27）  調査区南東部、石室 168 の北側に近接して検出

した集石土坑である。平面形はやや歪な円形を呈し、検出面での規模は、

径約 1.0 ｍ、深さ約 0.4 ｍある。径 0.1 ～ 0.3 ｍの礫を土坑内全面に詰め

込む。出土遺物から江戸時代前期と考えられる。後述する井戸９の南に

近接する位置にあるため水回りに関連する遺構の可能性がある。

集石土坑 184　調査区南東部、石室 170 の南西部に近接して検出した集石土坑である。上部は

穴蔵１によって削平を受ける。平面形は東西に長い楕円形を呈し、検出面での規模は、東西約 0.8

ｍ、南北約 0.6 ｍ、深さ約 0.2 ｍあり、底面の標高は約 37.0 ｍである。出土遺物から江戸時代初

頭と考えられる。

井戸 146・160　調査区南端東寄りで検出した井戸である。井戸 146・160 は重複し、井戸 160

が新しい。掘形の平面形は円形と考えられる。検出面での規模は、井戸 160 が径約 1.4 ｍ、井戸

146 は径約 1.1 ｍある。南壁際で検出したため底面は未検出である。井戸側は井戸 160 が花崗岩

切石を用いた石組みである。井戸 146 は井戸側がないことから、井戸 146 の石材が井戸 160 に

転用された可能性がある。出土遺物からいずれも江戸時代初頭である。

井戸９　調査区中央南寄りで検出した円形石組井戸である。掘形の平面形はほぼ円形を呈し、

検出面での規模は、掘形径約 1.2 ｍ、深さ約 2.2 ｍあり、底面の標高は約 35.3 ｍである。掘形の
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図 27　２区集石土坑
45平面図（１：50）

図 26　２区石室 168・169・170 実測図（１：50）



やや東寄りに平面形円形の石組井戸側を設ける。石

組の材質は花崗岩で、石組内法は径約 0.6 ｍあり、

石組底面には横板で組んだ方形枡を据えていた。樹

種は二葉マツである。掘形から出土した遺物から江

戸時代初頭に掘られた可能性が高いが、石組内に埋

まった遺物は江戸時代後期である。

井戸 30・31　調査区南西壁際で検出した井戸で

ある。井戸 30・31 は重複し、井戸 30 が新しい。

掘形の平面形はほぼ円形を呈し、検出面での規模

は、井戸 30 は径約 2.3 ｍ、井戸 31 は径約 1.1 ｍ

ある。西壁際で検出したため底面は未検出である。

井戸30には花崗岩を用いた石組井戸側を設けるが、

上部の石組は抜き取られていた。井戸 31は井戸側

がないことから、井戸 31 の石材が井戸 30 に転用

された可能性がある。出土遺物からいずれも江戸時

代前期である。

井戸４（図 28）  調査区南半東部で検出した円形

石組井戸である。掘形の南および北西隅は削平を受

ける。掘形の平面形はほぼ円形を呈し、検出面での

規模は、径約 2.0 ｍ、深さ約 2.4 ｍあり、底面の標高は約 35.8 ｍである。石組井戸側には花崗岩

と川原石を用いており、石組内法は 0.85 ｍある。石組直下に長さ 0.75 ｍ、幅約 0.1 ｍの横板を

方形に組んだ枡を据える。樹種は二葉マツである。出土遺物から江戸時代前期と考えている。

井戸 12・19　調査区北端部で検出した円形瓦 積井戸で、東西方向にほぼ並ぶ位置にある。井

戸心々間は約 5.5 ｍある。掘形の平面形はやや歪な円形を呈し、検出面での規模は、井戸 12は径

約 1.2 ｍ、深さ約 3.2 ｍあり、底面の標高は約 34.2 ｍである。井戸 19は径約 0.8 ｍ、深さ約 3.2

ｍあり、底面の標高は約 34.1 ｍである。井戸 19は石組井戸を壊して設置されていた。出土遺物

から幕末から近代に属すると考えられる。

井戸 13・14　調査区北中央部で検出した井戸である。東西方向にほぼ並ぶ位置にある。井戸心々

間は約 2.0 ｍある。井戸 13は掘形の平面形は方形を呈し、検出面での規模は一辺約 1.6 ｍ、深さ

約 2.2 ｍあり、底面の標高は約 35.2 ｍである。井戸側は未検出である。井戸 14は掘形の平面形

は歪な円形を呈し、径約 1.2 ｍ、深さは未確認である。井戸側は未検出である。出土遺物から幕

末から近代に属すると考えられる。

土坑 46・95　調査区中央南半で検出した土坑である。平面形は南北に長い長方形を呈し、北肩

口は削平を受ける。検出面での規模は、東西 1.0 ～ 1.7 ｍ、南北 2.8 ～ 3.2 ｍ、深さ約 1.0 ｍある。

出土遺物から土坑 46は江戸時代初頭、土坑 95は江戸時代中期であると考えられる。
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図 28　２区井戸４実測図（１：50）



土坑 123　トレンチ北東隅で検出した土坑で１区土坑 94に繋がる。南北 6.0 ｍ以上、深さ約 1.7

ｍあり、底面の標高は約 36.4 ｍである。東西は 1.2 ｍ分検出したが、東端は調査区外のため不明

である。

土坑 113　調査区北半東壁際で検出した土坑である。土蔵 110 の下面で検出した。土坑 123 の

南約 1.3 ｍに位置する。東肩口は調査区外へ広がる。平面形は楕円形を呈し、検出面での規模は、

東西 2.1 ｍ以上、南北約 4.6 ｍ、深さ約 1.8 ｍあり、底面の標高は約 35.8 ｍである。埋土は多数

の土層が堆積するが３層に大別でき、各層には炭層が薄く堆積していることから、一定期間開口

したことが想定できる。出土遺物から江戸時代初頭と考えられる。

土坑 75　調査区中央西半で検出した土坑で、土蔵 70の北西約２ｍに位置する。平面形は南北

に長い長方形を呈し、検出面での規模は、東西約 0.5 ｍ、南北約 1.0 ｍ、深さ約 1.0 ｍあり、底

面の標高は約 36.5 ｍである。埋土から多量の稲藁灰が出土した。出土遺物から江戸時代前期と考

えられる。

土坑 77　調査区中央部西半で検出した土坑である。平面形は方形を呈し、検出面での規模は、

東西約 2.2 ｍ、南北約 2.7 ｍ、深さ約 1.1 ｍあり、底面の標高は約 36.3 ｍである。底部には凹凸

がある。埋土には灰・炭・炭化材および陶磁器類を多数包含しており、塵捨土坑ないしは火災処

理土坑の可能性がある。分析結果から灰は稲藁やススキ、炭化材はカバノキ属・ブナ属・クヌギ節・

クリと同定された。出土遺物から江戸時代前期と考えられる。

土坑 65　調査区南半西壁際で検出した土坑で、西肩口は調査区外に広がる。平面形はほぼ円形

を呈する。検出面での規模は、東西約 1.1 ｍ、南北約 1.7 ｍ、深さ約 1.0 ｍあり、底面の標高は

約 36.6 ｍである。埋土には稲藁灰が詰まる。その他、焼けた魚類の骨破片・炭化米・広葉樹の炭

化材などが出土した。出土遺物から江戸時代前期と考えられる。

土坑 186　調査区中央で検出した土坑である。平面形は歪な方形を呈する。検出面での規模は、

南北約 2.8 ｍ、東西約 1.7 ｍ、深さ約 0.6 ｍあり、底面の標高は約 36.8 ｍである。埋土から多量

の稲藁灰が出土した。出土遺物から江戸時代前期と考えられる。

（７）２区第２面（図 29～ 31、図版６・35）
調査区中央部には後述する流路 444 があり、流路内に堆積した粘質土の採取を目的とした土取

穴が多数分布する。土取穴が埋め立てられた段階で、１区溝 490 の南延長と考えられる溝 230 お

よび溝 240 が造られた。その他に井戸や土坑などを検出した。

溝 230・240（図 29、図版 35）  溝 230 は調査区中央で検出した南北方向の溝である。北は１

区溝 490 に連続し、南は調査区外へ延長する。検出面での規模は、幅 1.8 ～ 2.2 ｍ、深さ約 0.9

ｍある。底面の標高は１区北端で約 36.3 ｍ、２区南端で約 36.2 ｍあり、南側が約 0.1 ｍ低い。

埋土最下層に砂層が堆積しており、流水があったと考えられる。

溝 240 は調査区西半北端で検出した溝で、溝 230 より新しい。溝 490 から南へ延長し、

X=-110,197 付近で西折する。検出面での規模は幅約 1.0 ｍ、深さ約 0.5 ｍある。出土遺物から溝
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230・240 とも室町時代後期後半と考

えられる。

集石土坑 275（図 30、図版 35）  調

査区中央西壁際で検出した土坑であ

る。西肩口は調査区外に広がる。北東

隅は削平を受ける。平面形は方形を呈

すると考えられ、検出面での規模は、

東西 1.0 ｍ以上、南北約 1.7 ｍ、深さ

約 0.8 ｍあり、底面の標高は約 36.5

ｍである。土坑内には径２～ 10 ㎝の

礫を底面まで密に埋め込む。出土遺物

から室町時代後期と考えられる。

井戸 364（図 31、図版 35）  調査区

中央南端で検出した石組井戸で、溝

230 により上部は削平を受ける。掘形

の平面形は円形を呈し、検出面での規

模は、径約 2.1 ｍ、深さ約 2.3 ｍあり、

底面の標高は約 35.2 ｍである。底面

に２段の枡を据え、枡上部に平面形円

形の石組を構築する。下段は長さ 0.55

ｍ、幅約 0.2 ｍの横板を、上段は長さ

0.75 ｍ、幅約 0.2 ｍの横板を方形に組

み上げる。横板は樹種はヒノキである。

石組は上端内法径約 1.1 ｍ、下端内法

径約 0.8 ｍあり、下に向かってややす

ぼまる。出土遺物から室町時代前半で

ある。

井戸 368（図 31、図版 35）  井戸 368 は調査区北部東側で検出した石組井戸である。西肩口は

溝 230 によって削平を受ける。掘形の平面形はやや歪な円形を呈し、検出面での規模は、径約 1.6

ｍ、深さ約 2.1 ｍあり、底面の標高は約 35.4 ｍである。底面に長さ 0.65 ｍ、幅 0.22 ｍの横板を

使用し方形枡を据え、その上部に川原石を用いた内法径 0.85 ｍの石組を構築する。出土遺物から

室町時代前半に造られ、室町時代後期後半に埋没した可能性が高い。

井戸 365（図 31）  調査区北部西側で検出した石組井戸で、東に近接する井戸 368 と東西方向に

並ぶ位置にある。井戸 368 とはほぼ同規模・同構造の井戸である。掘形の平面形は円形を呈し、

検出面での規模は、径約 1.7 ｍ、深さ約 2.2 ｍあり、底面の標高は約 35.2 ｍである。底面に長さ
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図 29　２区溝 230 断面図（１：50）

図 30　２区集石土坑 275 実測図（１：30）



0.63 ｍ、幅 0.26 ｍの横板を使用し方形枡を据え、その上部に川原石を用いた内法径 0.87 ｍの石

組を構築する。出土遺物から室町時代後期前半である。

土取穴群（土取穴 242・248・290・291・327・341・355 など）  流路 444 内に堆積した黄

褐色粘質土層を採取するために掘り込んだ土取穴と考えられる。平面形は不定形で相互に重複し

ており、土取りの規則性は看取できない。深さは約 1.0 ｍある。土取穴群はいずれもブロック状

の粘土塊などによって埋め戻されていた。出土遺物から土取りの時期は室町時代と考えられる。

（８）２区第３面（図 32・33、図版７・36）
第３面では、平安時代の井戸、鎌倉時代の土坑などを検出した。平安時代の３基の井戸は四条

坊門小路北築地心想定線から北に３～６ｍの間で検出している。また、土取穴は第２面と同様、

後述する流路 444 の上面で検出している。

井戸 394（図 32、図版 36）  調査区南端東寄りで検出した井戸である。掘形の平面形はやや歪
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図 31　２区井戸 364・365・368 実測図（１：50）



な方形を呈し、検出面での規模は、一辺約 2.5 ｍ、深さ約 1.1 ｍあり、底面の標高は約 35.4 ｍで

ある。井戸側は遺存していないが、埋土の状況から方形縦板組の井戸であったと考えられ、木枠

は一辺約 1.0 ｍの方形に想定できる。底面には円形曲物を据えたと考えられる木質部が遺存して

おり、曲物痕跡は径約 0.6 ｍ、高さ約 0.3 ｍある。樹種はスギである。木枠底面から延喜通寳・

元大寳が各１枚、曲物底面から 元大寳が１枚出土

した。出土遺物から平安時代中期と考えられる。

井戸 395（図 32、図版 36）  調査区南部西寄りで検

出した井戸で、井戸 394 の北西隅と接する。掘形の平

面形は方形を呈し、井戸 934 よりもやや小振りである。

検出面での規模は、一辺約 2.1 ｍ、深さ約 1.2 ｍあり、

底面の標高は約 35.6 ｍである。掘形内やや東寄りに

方形縦板組の木枠痕跡が遺存していた。木枠は一辺1.1

ｍの方形に復元できる。底面には円形曲物を据えた痕

跡が遺存していた。曲物は径 0.55 ｍ、高さ 0.3 ｍに

復元できる。木枠底面から 元大寳が２枚出土した。

出土遺物から平安時代中期である。

井戸 397（図 33）  調査区南半東寄りで検出した井戸

である。井戸心々間で井戸 394 から北に約 3.5 ｍに位
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図 32　２区井戸 394・395 実測図（１：50）

図 33　２区井戸 397 実測図（１：50）



置する。掘形の平面形はやや歪な円形を呈し、径約 1.7 ｍ、深さ約 1.4 ｍあり、底面の標高は約

35.3 ｍである。井戸側は未検出である。底面中央が円形に一段窪む状況から、円形曲物を据えた

痕跡と考えられる。出土遺物から平安時代中期である。

土取穴群（土取穴 413・419・441 など）  土取穴 413・419・441 は、流路 444 中央部分の第

２面で検出した土取穴によって削平を受けた土取穴である。これらの土取穴も第２面で検出した

土取穴と同様、流路 444 内に堆積した黄褐色粘質土層を採取するために掘り込んだ土取穴と考え

られる。平面形は不定形で相互に重複しており、土取りの規則性は看取できない。出土遺物から

鎌倉時代を下限とするが、室町時代のものが含まれている可能性がある。

流路 444（図 11、図版７）  調査区中央部で検出した北西から南東方向の自然流路と考えられる

遺構である。南東へは調査区外へさらに延長するが、北西方向にあたる１区では未検出である。

検出面での規模は、幅約10.5ｍ、深さ約1.0ｍある。底面は南東側が低い。遺物は検出していない。

埋土の違いなどから１区流路 632 とは別の流路と考えられる。

註

１） �山本雅和「平安京左京四条四坊」『平成２年度　京都市埋蔵文化財調査概要』   ( 財 ) 京都市埋蔵文化

財研究所　1994 年

－ 33－



４．遺　　物

（１）遺物の概要
調査では１区・２区併せて整理用コンテナに 419 箱の遺物が出土した。出土遺物には土器類・

瓦類・土製品・石製品・金属製品・骨角製品・木製品・動植物遺体などの種類がある。出土遺物

の大部分は土器類が占め、次いで瓦類が多く、その他の種類の遺物は比較的少ない。

調査ではそれぞれの遺構面で遺物を採集したが、遺構相互の重複が著しかったため、新しい時

代の遺構埋土・包含層に、より古い時代の遺物が混入することが多くみられた。時代別の出土量

では、縄文時代から古墳時代・平安時代が少量、鎌倉時代から室町時代が約４割、桃山時代から

江戸時代が約６割である。

以下では、種類ごとに出土遺物の概要を報告する。なお、出土遺物の時期の判定は、平安京・

京都Ⅰ期～ 期の編年案を準用する
　１)

。

（２）土器類
土器類には土師器・白色土器・黒色土器・瓦器・須恵器・焼締陶器・灰釉陶器・灰釉系陶器・

緑釉陶器・施釉陶器・磁器・輸入陶磁器などがある。土器類は出土遺物の大部分を占め、時代ご

との変化が著しい。ここでは縄文時代から古墳時代、平安時代、鎌倉時代から室町時代、桃山時

代から江戸時代に大別して、各時代を代表する遺構から出土した土器類を紹介する。
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表２　遺物概要表



１）縄文時代から古墳時代

縄文時代から古墳時代の土器には、縄

文土器・弥生土器・土師器・須恵器がある。

多くが１区流路 632 および１区流路 632

Ｂより出土した。１区流路 632 は縄文時

代後期から古墳時代前期、１区流路 632

Ｂは弥生時代後期から古墳時代中期の土

器を中心とする。その他にも少量である

が、より新しい時代の遺構埋土・包含層

に混入して出土した土器がある。

縄文土器（図 34、図版 37　１～ 11）  

すべて１区流路632第４層から出土した。

１～８は縄文時代後期後葉の凹線文土器

で、宮滝式土器の範疇に入る。１～４は口縁がラッパ状に開く深鉢の口縁部、５～７は深鉢胴部

片、８は鉢または浅鉢の胴部片である。色調は外面が淡橙色から灰白色、内面が灰白色または黒

色を呈するもの（１～３・７）と、内外面が黒褐色系を呈するもの（４～６・８）とにわかれる。

何れの凹線内にも、巻貝条痕と断定できる痕跡は確認できなかった。１は外面に２本の凹線を引

き、これらの線上に巻貝の扇状圧痕を施す。圧痕の時に粘土がはみ出したとみられる盛り上がりが、

外面の器面に認められる。しかし、巻貝を転がしたものであるのか、押圧であるのかは定かでは

ない。全面にナデ調整を施す。２・３は口縁部外面に浅くて太い凹線を２本以上施文する。内外

面はナデ調整で、口縁端部がわずかに肥厚している。４は外面に３本の凹線を引く。１～３に比

べて凹線が深く、口縁端部までせり上がっており、凹線間が狭くなっている。口縁端部は丁寧に

面取りし、内外面にナデ調整を施す。特に内面は強いナデを施したとみられ、段状になっている

部分がある。５・６は外面に２～３本の凹線を施す。凹線の断面を見たとき、一番窪んだ部分が

中心より下方に位置する。いわゆる緩「レ」字凹線
　２)

とみられる。７は浅くて太い凹線を３本以上

引いた上に、扇形の文様を２箇所に施す。扇形文様は棒状の工具で逆位の二等辺三角形を描いた

もので、巻貝による扇状圧痕に似せたものとみられる。内外面にナデ調整を施す。内面には粘土

紐痕が認められる。８は内外面の磨滅が著しいため調整は不明であるが、外面に浅い凹線が２本

施文されているのを確認した。10は凹線文土器の小型深鉢底部とみられる。丸くナデ調整が行わ

れているが、一部平坦面をもつ。内面には角のある工具痕跡が認められた。色調は内外面共に橙

色を呈する。

９は外面に３本の平行沈線を施す。内外面および沈線内を丁寧に磨き、口縁端部を面取りする。

色調は黒色を呈する。11は口径30.6cｍで、色調は灰白色を呈する。口縁端部外面と体部はケズリ、

内面はナデ、頸部外面は強いナデを施す。口縁端部の大きな外反は、この頸部のナデによるとみ

られる。９は滋賀里Ⅱ～Ⅲａ式土器の平口縁浅鉢、11は滋賀里Ⅲａ式土器深鉢と考えられる。
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図 34　縄文土器実測図（１：４）



弥生土器（図版８・37　12 ～ 32）  壷（12 ～ 17) ・蓋（18) ・甕（19 ～ 24) ・高杯（25 ～

29) ・脚部（30～ 32）などがある。16のみ２区の室町時代の遺物包含層より出土したが、その

他は１区流路 632 および１区流路 632 Ｂより出土したものである。小破片が多いが、21・27 は

１区流路 632 Ｂ上層部分でほぼ完形のまま横転した状態で埋没していた。

12・13 は口縁部がほぼ直立し、端部は丸くおさめる。調整は 12 は内外面ともヨコナデ、13

は外面は縦方向のミガキ、内面はヨコナデである。14は口縁部が外上方に開き、端部は丸くおさ

める。器壁は厚い。調整は内外面ともヨコナデである。15は底部から体部が外上方に、16・17

は体部が大きく開く。調整は底部内外面はナデ、体部外面は縦方向のミガキ、内面は縦方向のナ

デである。

18は天井部中央がやや盛り上がる扁平な円盤形で、１箇所に穿孔がのこる。調整は天井部は内

外面ともナデ、口縁部は内外面ともヨコナデである。

19は口縁部が強く外反して開く。調整は内外面ともヨコナデである。20は口縁部が外上方に

開き、端部をつまみ上げて小さな面を作る。調整は内外面ともヨコナデで、端部に刺突文を施す。

21は平底で体部が倒卵形、口縁部が受口状口縁で端部に内傾する面を作る。調整は底部外面はナ

デ、体部外面はハケ、内面は下部がハケ・中央部から上部はナデ、口縁部は内外面ともヨコナデ

である。口縁部外面に刺突文、体部外面に刺突文・直線文・波状文を施す。体部外面には煤が付

着する。22は口縁部が受口状口縁で、端部はやや内傾する。小型である。調整は体部外面はハケ、

内面はナデ、口縁部は内外面ともヨコナデである。23は底部から体部が外上方に開く。調整は表

面の損傷のため詳細不明である。22は底部から体部が内弯気味に開く。調整は体部外面は粗いハ

ケ、内面は板状工具によるナデである。

25は口縁端部が小さく立ち上がり狭い面を作る。調整は口縁端部は内外面ともヨコナデで、そ

の他は表面の損傷のため詳細不明である。26は杯部は内弯して開き、口縁端部はほぼ直立する。

調整は杯部外面はハケののちナデ、内面は横方向のミガキである。外面には屈曲する沈線にて何

らかの図像を描く。27は脚部は外反して開き、端部に面を作る。柱状部・裾部の交互３方に透孔

を穿孔する。杯部は半球形で端部は丸くおさめる。杯部と脚部は円盤充填により接合する。調整

は脚部外面は縦方向・放射状のミガキ、端部は内外面ともヨコナデで、内面にはシボリ痕がのこる。

杯部は内外面とも放射状のミガキである。28・29は柱状部の破片で、調整は詳細不明である。

30～ 32はいずれも裾部は外反して開き、端部に面を作る。30は３方に透孔を穿孔する。調整

は外面は放射状のミガキ、内面はヨコナデで、端部は内外面ともヨコナデである。

15・18 ～ 20・25 は弥生時代中期後半、12 ～ 14・16・17・21 ～ 24・26 ～ 32 は弥生時代

後期前葉から中葉に属する。

土師器（図版８　33～ 37）  壷・甕・高杯（37) ・小型丸底壷（33・34) ・小型鉢（35) ・小型

器台（36）などがある。１区流路 632 第１層・第２層、１区流路 632 Ｂより出土した。いずれ

も小破片である。

33は口縁部が外上方に開く。調整は内外面とも丁寧なヨコナデである。34はやや扁平な球形
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である。調整は内外面ともナデである。35は口縁部が２段に外反する。器壁は厚い。調整は内外

面ともヨコナデである。36は柱状部の３方に透孔を穿孔すると推定できる。調整は外面はミガキ、

内面はナデである。37は円筒状の柱状部から裾部が屈曲して開く。杯部との接合技法は不明であ

る。調整は柱状部外面は縦方向のミガキ、内面はヨコナデで、シボリ痕がのこる。

33・35～ 37は古墳時代前期、34は古墳時代中期に属する。

２）平安時代

２区井戸 394（図版９・38　38～ 47）  土師器皿（38～ 42) ・杯・椀・高杯・甕、白色土器椀、

黒色土器椀・甕、須恵器杯蓋・杯身・鉢・壷（43) ・甕、灰釉陶器皿（44) ・椀（45・46) ・壷・甕、

緑釉陶器椀、中国製白磁椀（47）などが出土した。土師器皿には小型皿（38～ 41) ・大型皿（42）

がある。口縁部が強く屈曲し、器壁は薄い。調整は底部外面はオサエ、内面はナデ、口縁部内外

面はヨコナデである。43は小型の壷で、調整は内外面とも回転ナデである。44～ 46は回転ナデ

で調整したのち、内外面に薄く灰釉を施釉する。47はケズリで整形したのち、内外面に厚く施釉

する。井戸枠内・掘形それぞれから遺物が出土したが、時期差は看取できない。Ⅲ期新段階に属する。

２区井戸 395（図版９・38　48 ～ 55）  土師器皿（48 ～ 50) ・高杯・甕、白色土器盤（51）、

黒色土器椀・甕、須恵器杯蓋・杯身・鉢・壷・甕、灰釉陶器椀（52) ・壷、緑釉陶器椀（53・54) 

・壷、中国製白磁椀（55）などが出土した。土師器皿には小型皿（48) ・大型皿（49・50）がある。

大型皿には口縁部が外反するもの（50）がある。調整は底部外面はオサエ、内面はナデ、口縁部

内外面はヨコナデである。51は小型の盤で、調整は内外面とも回転ナデである。53・54 はいず

れも小破片で、内外面に薄く緑釉を施釉する。55は口縁端部が玉縁状になる。井戸枠内・掘形そ

れぞれから遺物が出土したが、時期差は看取できない。Ⅲ期新段階からⅣ古段階に属する。

１区井戸 583（図版９　56～ 68）  土師器皿（56～ 62) ・高杯・鉢（63）、白色土器椀（64) ・高杯、

黒色土器椀・鉢（65）、須恵器杯身・鉢・壷（66) ・甕（67）、灰釉陶器椀（68) ・壷、緑釉陶器

椀、中国製白磁椀などが出土した。土師器皿には小型皿（56～ 60) ・大型皿（61・62）がある。

小型皿は口縁部が強く屈曲するもの（58～ 60）が多いが、平底で口縁部が外上方に開くもの（56）

や口縁部が外反するもの（57）もある。大型皿は口縁部が外反する。調整は底部外面はオサエ、

内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデであるが、56のみ底部外面もナデである。63はやや大型

の鉢で、口縁端部は肥厚して丸くおさめる。調整は内外面とも回転ナデである。64は削り出し高

台で、調整は内外面とも回転ナデである。65は類例が少ない器形で小型の鉢と考えるが、別の器

形の可能性がある。体部は内弯気味に開き、口縁端部は大きく肥厚し、内傾する面を作る。調整

は内外面ともヨコナデののち、粗いミガキを施す。66は肩が張る体部で、調整は内外面とも回転

ナデである。67は口縁部が外反して開く。調整は体部外面は平行タタキ、口縁部内外面は回転ナ

デである。Ⅳ期古段階から中段階に属する。

１区土坑 399（図版９・38　69 ～ 79）  土師器皿（69～ 75) ・高杯・甕（76）、白色土器皿・
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椀（77) ・高杯、黒色土器椀（78) ・甕、須恵器杯身・鉢・壷・甕、灰釉陶器椀（79) ・壷、緑釉

陶器椀、中国製白磁椀などが出土した。土師器皿には受皿形の小型皿（72) ・小型皿（69～ 71) 

・大型皿（73～ 75）がある。受皿形の小型皿は口縁端部を短く内側に折り曲げる。小型皿は器壁

がやや厚くなるもの（70・71）がある。大型皿は浅いもの（73) ・深いもの（74・75）がある。

76は口縁部が短く外反し、端部に面を作る。調整は体部外面は板状工具によるナデ、内面はナデ、

口縁部は内外面ともヨコナデである。77は底部は糸切りで、調整は内外面とも回転ナデである。

78は口縁部外面は粗いミガキ、内面は密なミガキを施す。79は底部は糸切りで、貼り付け高台

である。調整は内外面とも回転ナデである。施釉はきわめて薄い。Ⅳ期中段階に属する。

３）鎌倉時代から室町時代

１区土坑 500（図版９　80～ 94）  土師器皿（80～ 93）、瓦器椀・鍋釜類、須恵器鉢（94) ・甕、

灰釉系陶器椀・壷、中国製白磁皿、青磁椀などが出土した。土師器皿には赤色系土師器と白色系

土師器がある
　３)

。赤色系土師器には小型皿（80～ 89) ・大型皿（90～ 92）がある。小型皿は口縁

部が内弯気味に開く。大型皿は口縁部が直線的に開くもの（90・91）と内弯気味に開くもの（92）

がある。調整は底部外面はオサエ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。白色系土師器

皿（93）はごく少量が出土したのみである。調整は赤色系土師器皿と同様であるが、全体的に丁

寧である。94は体部が外上方に開き、口縁端部はつまみ上げて小さな面を作る。調整は内外面と

も回転ナデである。東播産である。Ⅵ期中段階から新段階に属する。

１区土坑 390（図版 10・38　95～ 118）  土師器皿（95～ 115）、白色土器盤・椀（116）、瓦

器椀・鍋釜類（117) ・火鉢、須恵器鉢・甕、焼締陶器甕、灰釉系陶器椀・輪花椀、中国製白磁椀・

鉢、青磁椀（118) ・鉢、褐釉陶器盤などが出土した。赤色系土師器には小型皿（95～ 102) ・大

型皿（103 ～ 110）がある。小型皿は口縁部が浅く開くもの（97・98）と内弯気味に開くもの（99・

100）がある。大型皿は口縁部が直線的に開くものが多い。調整は底部外面はオサエ、内面はナデ、

口縁部内外面はヨコナデである。白色系土師器は赤色系土師器に比べ出土量は少ない。受皿形の

小型皿（111) ・小型皿（112) ・大型皿（113 ～ 115）がある。受皿形の小型皿は口縁端部を内

側に折り曲げる。大型皿は浅いもの（113・114）と深いもの（115）がある。調整は基本的に赤

色系土師器皿と同様であるが、大型皿は底部外面はオサエののちナデである。116 は底部は糸切

りののち貼り付け高台で、調整は内外面とも回転ナデである。瓦器鍋釜類には口縁部が受口状に

なるもの（117）と口縁部外面に突帯がめぐるものがある。117 の調整は体部外面はオサエのの

ちナデ、内面はハケ、口縁部は内外面ともヨコナデである。118 は外面に蓮弁を描く。Ⅵ期中段

階から新段階に属する。

１区井戸 304（図版 10・40　119 ～ 151）  土師器皿（119 ～ 143）、瓦器椀（144) ・鍋釜類

（145・146) ・火鉢・甕、須恵器椀（147) ・鉢（148) ・甕（149）、焼締陶器甕、灰釉系陶器椀・

鉢、施釉陶器椀、中国製白磁椀・鉢、青磁椀（150・151）などが出土した。赤色系土師器と白色

系土師器はほぼ同量である。赤色系土師器皿には受皿形の小型皿・小型皿（119 ～ 123) ・大型皿
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（124 ～ 127）がある。小型皿は口縁部が浅く開くものがほとんどで、口径は小さくなる。大型皿

は口縁部が直線的に浅く開く。調整は底部外面はオサエ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデ

である。白色系土師器皿には受皿形の小型皿（128・129) ・小型皿（130 ～ 139) ・大型皿（140

～ 143）がある。受皿形の小型皿は小さく、口縁端部がほぼ直立する。小型皿は口縁部が内弯気

味に開く深いものが多く、底部中央を押し上げるもの（130 ～ 133）がある。大型皿は深いもの

が多い。調整は小型皿は底部外面はオサエ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。大型

皿は底部外面はオサエののちナデ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。144 は小型で、

低い高台を貼り付ける。調整は外面はオサエ、内面・口縁部内外面はヨコナデで、内面に粗い暗

文を施す。鍋釜類には口縁部が受口状になるもの（145）と口縁部外面に突帯がめぐるもの（146）

がある。調整は体部外面はオサエ、内面はハケ・ナデ、口縁部内外面はヨコナデである。147 は

底部は糸切りで、調整は内外面とも回転ナデである。148は体部が外上方に開き、端部は丸みをもっ

ておさめる。調整は内外面とも回転ナデである。東播産である。149は口縁部が強く外反して開き、

端部は面を作る。調整は体部外面は平行タタキ、内面・口縁部内外面は回転ナデである。東播産

である。焼締陶器甕は常滑産が多い。施釉陶器椀は鉄釉を施す破片１点のみが出土した。瀬戸産

である。150 は外面に蓮弁、151 は底部内面に花文を描く。Ⅶ期中段階に属する。

１区地下室 410（図版 11・12・39　152 ～ 259）   土師器皿（152 ～ 228) ・椀（229 ～

231）、白色土器盤（232・233) ・椀・高杯、瓦器皿（234) ・椀（235 ～ 238) ・鍋釜類（239・

240) ・火鉢（241) ・甕、須恵器鉢（242) ・甕、焼締陶器擂鉢（243) ・甕、灰釉系陶器椀・鉢、

施釉陶器皿・おろし皿・椀、中国製白磁皿（254) ・椀（255・256) ・鉢・壷、青磁皿（252・

253) ・椀（244 ～ 251) ・鉢・盤・壷、青白磁椀・合子、褐釉陶器盤・壷（257）、緑釉陶器盤（258・

259）などが出土した。

赤色系土師器皿には小型皿（152 ～ 181) ・大型皿（182 ～ 201）がある。小型皿は口縁部が

浅く開くものが多い。大型皿は口縁部が直線的に浅く開くものが多い。調整は底部外面はオサエ、

内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。白色系土師器は赤色系土師器に比べ出土量は少な

い。受皿形の小型皿（202 ～ 207) ・小型皿（208 ～ 213) ・大型皿（214 ～ 228）がある。受皿

形の小型皿は小さく、口縁端部がほぼ直立する。小型皿は口縁部が内弯気味に開く深いもの（208・

209）と口縁部が浅く開くもの（210 ～ 213）がある。大型皿は口径に大小があり、口縁部が内

弯気味に開く。調整は小型皿は底部外面はオサエ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。

大型皿は底部外面はオサエののちナデ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。椀は貼り

付け高台で、口縁端部は面を作る。調整は内外面ともヨコナデである。他地域産の搬入品である。

白色土器は小破片のみである。232・233 が底部は糸切りで、調整は内外面とも回転ナデである。

234 は口縁部が浅く外上方に開く。調整は底部外面はオサエ、内面・口縁部内外面はヨコナデ

で、内面に粗い暗文を施す。瓦器椀には低い高台を貼り付けるもの（236 ～ 238）と付かないも

の（235）がある。235 は平底の底部から口縁部が屈曲して内弯気味に開く。調整は内外面とも

ナデ・ヨコナデで、内面に暗文を施す。236 ～ 238 は扁平な半球形で、調整は外面はオサエ、内面・
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口縁部内外面はヨコナデで、内面に暗文を施す。鍋釜類には口縁部が受口状になるものと口縁部

外面に突帯がめぐるもの（239・240）がある。調整は体部外面はオサエ・ナデ、内面はハケ・ナデ、

口縁部内外面はヨコナデである。241 は欠損しているが、平底で低い脚が付く形態と推定できる。

体部は底部から屈曲して外上方に開き、口縁部は分厚くなり端部に広い面を作る。調整は体部外

面はオサエ、内面・口縁部内外面はヨコナデである。242 は体部が外上方に開き、端部は丸みを

もっておさめる。調整は内外面とも回転ナデである。東播産である。243は体部が内弯気味に開き、

端部は内傾する面を作る。調整は内外面とも回転ナデののち内面に３条１組の擂目を施す。信楽

産である。焼締陶器の甕は常滑産が多くを占め、備前産が少量ある。施釉陶器はいずれも灰釉を

施す。瀬戸産である。

中国製磁器は青磁の割合が多い。252・253 は口縁部が外反して開く。青磁椀はいずれも口縁

部が内弯気味に開き、244 ～ 246 は外面に蓮弁、248 は外面に櫛描き、247・251 は内面に花文

を描く。白磁には文様はないが、256 は輪花を作る。257 は口縁部が短く直立する。258・259

は直接接合しないが、同型式の破片である。大型で、口縁部は内弯して立ち上がり、端部は肥厚

して玉縁状になる。底部内面には同心円状に沈線を施す。

出土遺物は上層・中層・下層に分けて採集したが、顕著な時期差は看取できない。各層出土の

土師器皿を提示すると、上層は 152・153・182・183・214・215・224、中層は 154 ～ 169・

184 ～ 193・202 ～ 204・208 ～ 211・216・219 ～ 221・225 ～ 227、下層は 170 ～ 181・

194 ～ 201・205 ～ 207・212・213・217・218・222・223・228 である。Ⅶ期古段階に属する。

１区井戸 452（図版 13・40　260 ～ 270）  土師器皿（260 ～ 269）、瓦器鍋釜類・火鉢・甕、

須恵器鉢、焼締陶器甕、施釉陶器椀・おろし皿（270）、中国製白磁椀などが出土した。赤色系土

師器は白色系土師器に比べ出土量は少ない。小型皿・大型皿がある。白色系土師器皿には小型皿

（260 ～ 262) ・大型皿（263 ～ 269）がある。小型皿は口縁部が内弯気味に開く深いもの（262）

と底部中央を強く押し上げるもの（260・261）がある。大型皿は口径に大小があり、口縁部が外

反気味に開くもの（266 ～ 269）が多い。調整は小型皿は底部外面はオサエ、内面はナデ、口縁

部内外面はヨコナデである。大型皿は底部外面はオサエののちナデ、内面はナデ、口縁部内外面

はヨコナデである。施釉陶器椀は鉄釉を施す破片１点のみが出土した。瀬戸産である。270 は平

底で、口縁部は外上方に開く。底部は糸切りで、調整は内外面とも回転ナデののち、底部内面に

粗いおろし目を加工する。口縁部内外面に灰釉を施す。Ⅸ期古段階に属する。

１区土坑 380 Ａ（図版 13・40　271 ～ 302）  土師器皿（271 ～ 301）、瓦器鍋釜類・火鉢、須

恵器鉢・甕、焼締陶器擂鉢・甕、施釉陶器椀（302) ・鉢、中国製白磁椀・壷、青磁椀・盤・壷、

褐釉陶器壷、緑釉陶器盤などが出土した。赤色系土師器は白色系土師器に比べ出土量は少ない。

小型皿（271 ～ 274) ・大型皿（275 ～ 280）がある。小型皿は極めて浅くなる。大型皿は口径

が小さくなり、口縁部は屈曲して外反気味に開く。いずれも歪みが大きい。調整は底部外面はオ

サエ、内面はナデ・口縁部内外面はヨコナデであるが、全体的に粗雑である。白色系土師器皿に

は受皿形の小型皿・小型皿・中型皿（281 ～ 289) ・大型皿（290 ～ 301）がある。中型皿・大
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型皿はそれぞれ口径に大小があり、明確な区別は難しい。口縁部が浅く外反気味に開く。調整は

底部外面はオサエののちナデ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。焼締陶器擂鉢は信

楽産、甕は備前産が目立つ。302 は内外面に黒色の鉄釉を施す。瀬戸産である。施釉陶器鉢は片

口が付く鉢で、内外面に灰釉を施す。瀬戸産である。Ⅹ期古段階から中段階に属する。

２区溝 230（図版13　303～ 320）  土師器皿（303～ 314) ・小型釜、瓦器鍋釜類（315) ・火鉢・甕、

須恵器甕、焼締陶器鉢（316) ・擂鉢・壷・甕、施釉陶器椀・皿・おろし皿（317) ・鉢・おろし鉢・壷、

中国製白磁椀・壷、青磁椀（318・319) ・壷・香炉（320）、褐釉陶器壷などが出土した。赤色系

土師器は白色系土師器に比べ出土量は少ない。小型皿（303・304) ・大型皿（305・306）がある。

小型皿は極めて浅くなる。大型皿は口径が小さくなり、口縁部は屈曲して外反気味に開く。いず

れも歪みが大きい。白色系土師器皿には小型皿（307・308) ・中型皿（309・310) ・大型皿（311

～ 314）がある。小型皿は口径が小さくなる。底部中央を強く押し上げるもの（307・308）が

ある。中型皿・大型皿はそれぞれ口径に大小があり、明確な区別は難しい。口縁部が浅く外反気

味に開く。315 は口縁端部が受口状になる。調整は体部外面はオサエ、内面はナデ、口縁部内外

面はヨコナデである。316 は体部が直線的に開き、口縁端部は外上方につまみ出す。調整は内外

面とも回転ナデである。信楽産である。擂鉢は備前産・信楽産がある。壷は量が少ない。備前産

である。甕は常滑産が多くを占め、他に備前産・信楽産がある。施釉陶器はすべて瀬戸産で、椀・

壷に鉄釉を施すものがあるが、大部分は灰釉である。317 は底部内面に粗いおろし目を加工する。

中国製陶磁器は青磁の割合が多い。318・319 は外面に蓮弁、319 は内面に花文を描く。320 は

香炉と推定するが他の器形の可能性もある。口縁部は小さく外反し、体部には大きな透孔がある。

施釉は斑点状に暗褐色の鉄釉を散らし、青磁の発色も好い優品である。Ⅸ期新段階からⅩ期古段

階に属する。

４）桃山時代から江戸時代

１区溝 160（図版 14・15・40　321 ～ 394）  土師器皿（321 ～ 359) ・小型鉢（363) ・鉢（364) 

・焙烙（360 ～ 362) ・鍋・灯火具（365）、瓦器火鉢・灯火具、焼締陶器鉢・擂鉢（367 ～ 369) ・盤・

壷（366) ・甕、施釉陶器椀（370 ～ 380) ・皿（382 ～ 391) ・鉢（381) ・壷・茶入れ、中国製

白磁皿（392）、青花椀（394) ・皿（393）などが出土した。

土師器皿は赤色系土師器皿の係累の小型皿（321 ～ 332）、白色系土師器皿の係累の中型皿（333

～ 345) ・大型皿（346 ～ 358) ・特大皿（359）がある。小型皿は口径が極端に小さくなり、歪

みが大きい。調整はオサエとナデである。中型皿は丸底のものが多い。調整は底部外面はオサエ、

内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。大型皿は平底で底部内面に明瞭な圏線がめぐる。

ただし、358 は圏線がない類例の少ないものである。調整は底部外面はオサエ、内面はナデ、口

縁部内外面はヨコナデである。359 は直径 30 ㎝を超える極めて大型のもので、器壁も厚い。内

面口縁部寄りに圏線がめぐる。調整は底部外面はハケののち丁寧なナデ、内面はナデ、口縁部内

外面はヨコナデである。363 はいわゆる「ツボツボ」である。小型で口縁部は内傾する。調整は
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ナデ・ヨコナデである。364は口縁部が強く内弯して内傾する。調整は内外面ともヨコナデである。

焙烙は口縁部が立ち上がるもの（360）と屈曲するもの（361・362）がある。360 は口縁部が内

弯気味に立ち上がり、端部は肥厚する。調整は底部内外面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。

361・362 は扁平な半球形の体部から口縁部が屈曲して開き、端部は上方につまみ上げる。調整

は底部・体部外面はナデ、内面はハケ・ナデで、口縁部内外面はヨコナデである。いずれも底部

外面に煤が付着するものが多い。365 は中実の柱状部から裾部・受皿部がそれぞれ直線的に開く。

受皿部中央には穿穴がある。調整はナデで、裾部・受皿部とも端部はヨコナデである。

焼締陶器擂鉢は信楽産（367・368）が多く、他に丹波産（369) ・備前産がある。大型のものが多い。

367・368 は体部が直線的に開き、口縁端部は外上方につまみ出す。調整は内外面とも回転ナデで、

内面に７条１組・６条１組の擂目を施す。369 は体部が直線的に開き、口縁端部を丸くおさめる。

調整は内外面とも回転ナデで、内面に１条ずつの擂目を施す。366 は小型の壷で、調整は底部外

面はナデ、体部内外面は回転ナデである。366 を含め、壷はほとんどが備前産である。甕は常滑産・

備前産がある。

施釉陶器椀には瀬戸美濃産（370 ～ 377）と唐津産（378 ～ 380）があり、瀬戸美濃産が多く

を占める。瀬戸美濃産は鉄釉を施すもの（371 ～ 377）が大部分で、他に灰釉を施すもの（370) 

・長石釉を施すものがある。唐津産はいずれも灰釉を施す。皿も瀬戸美濃産（383 ～ 391）が多

くを占め、唐津産（382）は少ない。瀬戸美濃産は灰釉を施すもの（384 ～ 390）が大部分で、

他に鉄釉を施すもの（383) ・いわゆる織部様式のもの（391）がある。重ね焼き痕をのこすもの

が多い。鉢は少なく、瀬戸美濃産にはいわゆる黄瀬戸様式のもの、唐津産には鉄釉で文様を描き

灰釉を施すもの（381）がある。壷・茶入れも少なく、いずれも鉄釉を施す瀬戸美濃産である。

中国製陶磁器は青花が増加する。景徳鎮窯系のもの（394）と 州窯系のもの（393）がある。

392 は内面に刻花で文様を描く。

出土遺物は上層・中層・下層に分けて採集したが、顕著な時期差は看取できない。中層・下層

出土の土師器皿を提示すると、中層は 321 ～ 326・333 ～ 345・358、下層は 327 ～ 332・346

～357である。なお、上層は出土量が少なく細片が多いため図示していない。Ⅺ期古段階に属する。

１区土坑 45（図版16～ 18　395～ 453）  土師器皿（395～ 408) ・小型鉢・鉢（409) ・焙烙（411・

412) ・鍋（410) ・灯火具・壷（413）、瓦器火鉢・灯火具（429・430) ・火入れ（431・432）、

焼締陶器擂鉢（434・435) ・壷（436) ・甕、施釉陶器椀（414 ～ 423) ・皿（424・425) ・鉢（426

～ 428) ・擂鉢（433) ・火入れ・壷・甕、磁器染付椀（437 ～ 446) ・皿（447 ～ 449) ・鉢（450) 

・仏飯器（451) ・合子・壷（452）、青磁椀・皿・鉢・香炉（453）、磁器色絵椀・壷などが出土した。

土師器皿には小型皿（395 ～ 397) ・中型皿（398 ～ 400) ・大型皿（401 ～ 408）がある。全

体的に口径が小さくなり、浅くなる。409 は半球形で口縁端部は内傾する。調整は底部・体部外

面はオサエののちナデ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。焙烙は口縁部が立ち上が

るもの（412）と屈曲するもの（411）がある。410 は体部外面に突帯がめぐる。調整は体部内面

はハケ、体部外面・口縁部内外面はヨコナデである。413 は蓋が付く壷である。平底で肩が張り、
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口縁端部は短く直立する。調整は底部外面はナデ、体部外面は丁寧なナデ、内面はオサエののち

ヨコナデで、肩部に波状文を施す。

429・430は上半部を欠損するが、底部内面中央に受皿部を作る。431・432は脚が付く円柱形で、

431 は半円形の切り込みがある。焼締陶器擂鉢は信楽産（434・435）が大部分を占める。口縁端

部は拡張して外面に突帯がめぐる。内面の擂目は密で、底部にまで及ぶ。433 は内外面に薄く鉄

釉を施す。436 を含め、壷はほとんどが備前産である。また、甕も備前産が多い。

施釉陶器は釉薬・施文が多様となる。全体的に器壁の薄いものが増加する。磁器は中国産がな

くなり、肥前産がほとんどを占めるようになる。器形は多様で、様々な文様・図像を描く。 期に

属する。

その他の出土土器（図版 17　454 ～ 458）  上記の以外の遺構から出土した土器の一部を掲載す

る。454 は土師器大型皿で、焼成後、底部中央に１箇所穿孔する。２区土坑 187 から出土した。

Ⅺ期に属する。455は土師器皿で、調整は底部外面はケズリ、内面・口縁部内外面は回転ナデである。

２区土坑66から出土した。Ⅺ期に属する。456は大型の鉢である。１区土坑125から出土した。 

期に属する。

457・458 は蓋が付く壷である。457 は平坦な天井部から口縁部が垂下する。調整は天井部外

面はナデ、内面・口縁部内外面は回転ナデである。458 は体部が内弯し、口縁端部は短く立ち上

がる。調整は底部外面はナデ、内面・口縁部内外面は回転ナデである。２区穴蔵１の床面に据え

付けられた状態で出土した。時期の確定は難しいが、Ⅻ期に属すると推定する。

（３）瓦類
瓦類には軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・桟瓦・雁振瓦・その他の道具瓦・ がある。平安時代

中期から後期、江戸時代の瓦が多く、鎌倉時代から室町時代の瓦はわずかである。平安時代から

室町時代の瓦は新しい時代の遺構埋土・包含層に混入して出土することも多かったため、ここで

は平安時代中期・平安時代後期・鎌倉時代・江戸時代に大別して、それぞれの時代の軒丸瓦・軒

平瓦をまとめたのち、その他の瓦類を報告する。

蓮華文軒丸瓦（図版 19・41　瓦１～瓦５）  瓦１は単弁八弁蓮華文で、中房に１＋４の蓮子、外

区に珠文を配する。凸面は縦方向のケズリで、瓦当裏面は布目がのこる。瓦２は単弁二四弁蓮華

文に復元でき、外区に珠文を配する。瓦当裏面・外周はナデで調整する。瓦３は単弁八弁の蓮華

文であるが、小破片のため詳細不明である。瓦４・瓦５は同笵である。文様が不鮮明であるが、

単弁八弁蓮華文で、中房に１＋４の蓮子、外区に小粒の珠文を密に配する。瓦当裏面・外周はナ

デで調整する。瓦１～瓦３は平安時代中期、瓦４・瓦５は平安時代後期に属する。

唐草文軒平瓦（図版 19・41　瓦６～瓦 14）  瓦６～瓦８は同笵である。細かい複線で唐草を表

現する。周囲には圏線がめぐり、外区に珠文を配する。瓦当上面は横方向のナデ、裏面は凸面か

ら連続する縦方向のケズリある。瓦９は唐草が緩やかに反転する。瓦当裏面は凸面から連続する

縦方向のケズリである。瓦 10・瓦 11 は同笵である。唐草は太く断片的である。周囲には圏線が
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めぐり、外区に大粒の珠文を配する。瓦当裏面は凸面から連続する縦方向のケズリである。瓦 12

は巻き込みの強い唐草文である。周囲には圏線がめぐる。瓦当裏面はナデである。瓦 13・瓦 14

は細い線で唐草を表現する。周囲には圏線がめぐり、外区に小粒の珠文を配する。平安時代中期

に属する。

巴文軒丸瓦（図版 20・42　瓦 16・瓦 17）  瓦 16 は左巻きの三巴文である。瓦当面には笵の木

目が明瞭に付く。瓦当部分は貼り付けで、裏面・外周はナデで調整する。瓦 17は右巻きの三巴文

で、外区には珠文を配する。平安時代後期に属する。

唐草文軒平瓦（図版20・42　瓦 18～瓦 24）  瓦 18～瓦 20は同笵である。唐草は左右不対称で、

中央に大きな笵傷がある。文様は瓦 19・瓦 20 より瓦 18 の方が鮮明である。瓦当上端は面取り

状のヘラケズリ、裏面は凸面から連続する縦方向のケズリである。瓦 21・瓦 22は瓦 18～瓦 20

と同文である。瓦当上端は面取り状のヘラケズリ、裏面は凸面から連続する縦方向のケズリである。

瓦 23は唐草が鋭く茨状になる。瓦当裏面・外周ともナデで調整する。瓦 24は巻き込みが強い唐

草文である。瓦当上端は面取り状のヘラケズリ、裏面は凸面から連続する縦方向のケズリである。

平安時代後期に属する。

剣頭文軒平瓦（図版 20・42　瓦 25）  剣頭を横に並べる。先端は鋭い。瓦当面に布目が付く。

折り曲げ成形技法である。瓦当裏面・外周はナデで調整する。平安時代後期に属する。

連珠文軒平瓦（図版 20・42　瓦 26）  大粒の珠文を並べ、周囲には圏線がめぐる。端の珠文の

横に「×」状の傷もしくは記号がある。瓦当上端は面取り状のヘラケズリ、裏面・外周はナデで

調整する。鎌倉時代に属する。

巴文軒丸瓦（図版 20　瓦 27）  右巻きの三巴文で周囲には大粒の珠文を配する。瓦当裏面・外

周はナデで調整する。室町時代以降に属する。

唐草文軒平瓦（図版 20　瓦 28・瓦 29）  簡略化した唐草文で、瓦 29は中心に三つ葉を飾る。

瓦当裏面は横方向のナデ、凹面は縦方向のナデで調整する。室町時代以降に属する。

桟瓦　 期以降の遺構から出土した。赤く変色したものが一つの土坑から大量に出土することも

多く、火災の後片づけの痕跡と推定できる。

雁振瓦（図版 19・20・41・42　瓦 15・瓦 30）  瓦 15 は長側辺が尖り気味に垂下し面を作る。

凸面はナデで、凹面は粗い布目がのこる。平安時代後期に属する。瓦 30は長側辺に不明瞭な面を

もち、短側辺の一方には玉縁を作る。凸面は縦方向のケズリののちナデで、凹面は細かい布目が

のこる。

（図版 21　瓦 31）  出土量は少ない。瓦 31は破片であるが、ほぼ正方形に復元することが

可能である。敷 と考える。１区土坑 420 から出土した。Ⅸ期からⅩ期に属する。

（４）土製品
土製品には硯・土錘・焼塩壷・おはじき・円盤形土製品・土人形・小型容器・土鈴・水滴・コンロ・

鋳型・鞴羽口・取瓶・坩堝などがある。その他に窯道具の可能性がある破片がある。
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硯（図版 21　土１・土２）  いずれも須恵質の陶硯の破片である。凸面には平行タタキ・凹面に

は同心円タタキがのこる。土１は１区井戸 580 から出土した。Ⅵ期に属する。土２は１区地下室

410 から出土した。Ⅶ期以前に属する。

土錘（図版 21　土３～土５）  いずれも両端がすぼまる円筒形で、芯材に粘土を巻き付けてナデ

で成形する。土３は２区包含層、土４は２区井戸 364、土５は２区土坑 40 から出土した。時期

を確定できるのは土４のみでⅨ期からⅩ期に属する。

おはじき（図版 21　土６～土 10）  土６は施釉陶器椀片、土７～土９は土師器皿片、土 10は瓦

器片を円盤形に加工する。成形は粗い。Ⅸ期から 期の遺構から出土した。

円盤形土製品（図版 21　土 11 ～土 14）  土 11 は側面に１箇所穴をあける。２区土坑 139 か

ら出土した。 期に属する。土 12は平坦面中央に１箇所穴をあける。２区土坑 89から出土した。

Ⅺ期に属する。土 13・土 14 は土師器皿片の中央に穿孔する。土 13は２区土坑 59、土 14 は１

区包含層から出土した。時期の確定はできない。

不明瓦製品（図版 21　土 15）  二等辺三角形状に研いで成形した用途不明の瓦片である。１区

土坑 45から出土した。 期に属する。

コンロ（図版 21　土 16）  破片であるが、円盤に複数の穿孔をする。大型のコンロの中敷き底

と考える。２区土坑 131 から出土した。Ⅷ期からⅨ期に属する。

鋳型（図版 21　土 17～土 19）  小破片のため全容は不明である。鋳型の粗土部分と考える。一

方の平坦面に籠目状に刻みを入れる。いずれも２区土坑 54から出土した。Ⅺ期に属する。

鞴羽口（図版 21　土 20・土 21）  先端がすぼまる円柱形で、被熱により赤く変色する。土 20

は先端が欠損、土 21は金属滓が付着する。土 21は２区土坑 116 から出土した。Ⅺ期に属する。

土 20の時期の確定はできない。

取瓶（図版 21　土 22～土 29）  土師器小型皿に近似する形態である。被熱により灰色に変色し

て焼け締まり、内面には金属滓が付着する。土師器小型皿とは器壁の厚さなどに違いがあるので

転用したものではない。Ⅷ期以降の遺構から散発的に出土し、１区溝 160 からまとまって出土し

た。土 28・土 29 は１区土坑 465 から出土した。Ⅷ期からⅨ期に属する。土 22 ～土 27 は１区

溝 160 から出土した。Ⅺ期古段階に属する。

坩堝（図版 21　土 30～土 32）  円筒形で器壁が分厚い。土 32は底部中央に穿孔がある。内面

には金属滓が付着し、外面は被熱により溶融する。土 30は１区土坑 125、土 31は２区土坑 19、

土 32は１区土坑 37から出土した。いずれも 期に属する。

土人形（図版 22　土 33～土 42）  いずれもⅪ期以降の遺構から出土した。細い部分・くびれた

部分で破損したものが多い。土 33は高熱を受けて火ぶくれしているが、布袋立像である。中実で

古い特徴をもつ。１区溝 160 から出土した。Ⅺ期古段階に属する。土 34 ～土 42 は型合わせ成

形の仏像（土 34) ・神像（土 35～土 37) ・動物（土 39～土 42）などである。薄く施釉するも

の（土 37）がある。土 34～土 42は１区土坑 45から出土した。 期に属する。

小型容器（図版 22　土 43・土 44）  いずれもⅪ期以降の遺構から出土した。軟質の焼成で薄く
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施釉するものが多い。土 43は皿に載せた鯛を型で成形する。土 44は底部は糸切りで、その他は

回転ナデで調整する。１区土坑 45から出土した。 期に属する。

水滴（図版 22　土 45・土 46）  土 45 は磁器染付でアワビを造形する。１区土坑 117 から出土

した。Ⅻ期から 期に属する。土 46は破片であるが、磁器色絵で鳩を造形する。１区土坑 45から

出土した。 期に属する。

（５）石製品
石製品には碁石・石鍋・容器・温石・硯・砥石・石臼・石塔・加工痕がある軽石などがある。また、

加工痕はないが、少量の凝灰岩片・黒曜石片・雲母片が出土した。他にガラス玉が出土しており、

ここで報告する。

ガラス玉（図版 23　石１）  直径約３㎜・厚さ約１㎜の小粒である。明るい青色を呈する。中央

に直径約１㎜の孔がある。２区包含層から出土した。時期の確定はできない。

碁石（図版 23　石２）  扁平な円盤形である。石材は暗灰色の頁岩である。２区土坑 77から出

土した。Ⅻ期に属する。石２は黒石だが、別の遺構からは白石も出土した。

円盤形石製品（図版 23・43　石３・石４）  石３は扁平な半球形の円盤の中央に穿孔する。石

材は滑石である。１区包含層から出土した。時期の確定はできない。石４は薄い円盤形に成形し、

片面に「大」字を線刻する。石材は灰色の粘板岩である。おはじきの可能性がある。２区土坑

104 から出土した。Ⅺ期に属する。

石鍋（図版 23　石５）  口縁部外面に突帯がめぐる。内外面には部分的に加工痕がのこる。石材

は滑石である。１区地下室 410 から出土した。Ⅶ期古段階に属する。この他にも石鍋はⅦ期から

Ⅸ期の遺構を中心に出土した。すべて破片で全容が判明するものはない。

容器　凝灰岩を刳り抜いて加工した容器が数点出土した。小破片のため図示していない。石材

はいわゆる笏谷石である。Ⅺ期からⅫ期に属する。

温石（図版 23・43　石６～石８）  石６は石鍋の体部を再加工して、一方に細長い台形の突起

を作る。石材は滑石である。２区穴蔵１掘形から出土した。Ⅻ期以前に属する。石７・石８は大

小の違いがあるが、長方形の板状で、一方の短辺中央付近に穿孔する。石材はともに滑石である。

石７は２区土坑415から出土した。Ⅶ期からⅨ期に属する。石８は１区地下室410から出土した。

Ⅶ期古段階に属する。

硯（図版 23・43　石９～石 12）  石９の平面形は海部側の幅がわずかに狭くなる隅丸台形であ

る。裏面にはわずかに加工痕がのこる。石材は暗灰色の粘板岩である。１区井戸271から出土した。

Ⅷ期に属する。石 10の平面形は四隅を欠き込む花弁状である。石材は黒色の頁岩である。１区地

下室 410 から出土した。Ⅶ期古段階に属する。石 11・石 12 の平面形は長方形で、石 11はさら

に四隅を面取りする。また、石 11の裏面には「天下一」などの線刻がある。石材は石 11・石 12

とも灰色の粘板岩である。石 11は１区地下室 410 上層から出土した。Ⅶ期以降に属する。石 12

は２区土坑 163 から出土した。Ⅺ期に属する。
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不明石製品（図版 23・43　石 13）  石 13 は硯に似た形状であるが、用途不明である。石材は

黒色の頁岩である。２区溝 230 から出土した。Ⅸ期新段階からⅩ期古段階に属する。

砥石　各時代の遺構から出土したが、小破片に破損しているものが多く、図示していない。特

にⅪ期以降増加する。石材はほとんどが粘板岩で、わずかに砂岩がある。

石臼（図版 23・43　石 14）  中央に穿孔し、周囲に受部がめぐる。上面は８分割して擂目を加

工する。石材は斑糲岩の可能性がある。２区井戸 365 から出土した。Ⅸ期に属する。

石塔（図版 23　石 15）  五輪塔の天輪・風輪もしくは石灯籠の擬宝珠である。石材は花崗岩で

ある。２区土坑 62から出土した。Ⅺ期以前に属する。

（６）金属製品
金属製品には銅製品と鉄製品がある。また、鉄滓・銅滓が少量出土した。

銅製品には銅銭・鋲・鎹・人物立像・鈴・金具・針金・把手・水滴・火掻き・柄・毛抜き・煙管・

小柄・ ・切羽・鉤・火箸・匙・鍋・容器・銅板のほか用途不明の板状銅製品・棒状銅製品・筒

状銅製品などがある。

銅銭（図版 24・44　金１～金５）  金１は延喜通寳・金２～金４は 元大寳である。いずれも

明灰色を呈する。肉厚で外縁・内郭・銭銘とも明瞭であるが、裏面は型ズレするもの（金１～金３）

がある。金１～金３は２区井戸 394、金４・金５は２区井戸 395 から出土した。いずれもⅢ期新

段階からⅣ期古段階に属する。その他に銅銭は鎌倉時代から江戸時代前期の遺構からは渡来銭、

江戸時代中期以降の遺構からは主として寛永通寳が散発的に出土した。渡来銭の多くは径が小さ

く、薄い形状から模鋳銭と推定できる。判読できた銭銘には政和通寳・元豊通寳・皇宋通寳がある。

鋲（図版 24・44　金６～金９）  形態は多様である。金６・金８は先端部はやや尖り、金８は頭

部が扁平な球形になる。金７は先端部が中空で、頭部は二つ巴を３つ組み合わせたような文様が

ある。金具の可能性がある。金９は短い先端部に笠形の頭部を接合する。金６は１区土坑 399 か

ら出土した。Ⅳ期中段階に属する。金７は１区土坑 567 から出土した。Ⅶ期に属する。金８は１

区土坑 320 から出土した。Ⅶ期からⅧ期に属する。金９は２区包含層から出土した。Ⅺ期以前に

属する。

人物立像（図版 24・44　金 10）  小型・中実の立像である。頭部に宝冠、体に長衣を身につけ

るようである。２区土坑 150 から出土した。Ⅺ期に属する。

香炉（図版 24・44　金 11）  脚部の破片である。肉厚で内側に刳りをもち、端部は強く外反する。

２区土坑 116 から出土した。Ⅺ期に属する。

鈴（図版 24・44　金 12）  鈴の上半部と考える。頂部に穿孔し、細い銅板を折り曲げて小さな

環を作る。２区土坑 39から出土した。Ⅺ期新段階に属する。

金具（図版 24　金 13 ～金 15）  金具の形態は多様である。金 13・金 14 は丸い環を作る。金

15は細長い板状のものを折り曲げて、端部に穿孔する。金13・金 14は２区土坑39から出土した。

Ⅺ期新段階に属する。金 15は１区溝 160 から出土した。Ⅺ期古段階に属する。

－47－



また、針金は巻き付けたり、捩ったりした形状のものがある。

水滴（図版 24・44　金 16）  中空で菊の意匠を立体的に造形する。花芯に穿孔し、端部に注口

を加工する。２区壁面から出土した。Ⅺ期以降に属する。

火掻き（図版 24・44　金 17）  破片のため全容は不明であるが、スコップ状の火掻きと考える。

５箇所で基部と体部を鋲止めする。体部は平たく拡がる。基部は銅板を丸く曲げて中空とし、こ

こに木質の柄を差し込んだと推定できる。１区土坑 129 から出土した。 期以降に属する。

毛抜き（図版 24・44　金 18・金 19）  基部をＵ字形に折り曲げ、先端部は幅広となり、内側に

屈曲する。金 18は２区土坑 71から出土した。Ⅺ期からⅫ期に属する。金 19は２区井戸４から

出土した。Ⅻ期に属する。

煙管（図版 24・44　金 20・金 21）  同一個体の雁首・吸口である。銅板を円筒形に加工して、

成形する。１区包含層から出土した。Ⅺ期以降に属する。煙管はⅪ期以降の他の遺構からも出土

した。

鉤（図版 24　金 22）  Ｊ字形に折り曲げ、基部に環を作る。先端部は鋭い。２区井戸４から出

土した。Ⅻ期に属する。

火箸（図版 24　金 23）  折れ曲がるが、火箸である。全体に細身で、先端部は尖り、頭部はく

びれを作る。２区土坑 94から出土した。Ⅺ期に属する。

鍋（図版 24・44　金 24）  小型の鍋である。平底の底部から体部がほぼ直立し、口縁部は屈曲

して内弯気味に開く。成形技法は不明である。内面にはウリ科の種子が付着する。１区土坑 45か

ら出土した。 期に属する。

鉄製品には鉄釘・楔・包丁・刀子・鉤・火箸・鉄釜・五徳のほか用途不明の板状鉄製品・棒状

鉄製品などがある。錆による損傷が著しく、原形が分かるものは少ない。Ⅺ期以降の鉄釘が出土

量の大部分を占める。

鉤（図版 24　金 25）  Ｕ字形に折り曲げ、基部に面を作る。先端部は尖る。２区攪乱から出土

したが、Ⅻ期に属する可能性がある。

釜（図版24　金26）  口縁部の破片である。肩が張り、口縁部は小さく直立する。肩部に環が付く。

成形技法は鋳造と考えられる。１区土坑 20から出土した。 期に属する。

（７）骨角製品
骨角製品はきわめて少ない。

櫛払（図版 24　骨１・骨２）  骨製である。欠損部分が多く、全容は不明であるが、扁平な体

部の先端に２列に穿孔して刷毛とする。骨１は２区土坑 20から出土した。Ⅻ期から 期に属する。

骨２は２区井戸４から出土したⅫ期に属する。

ピン状骨製品（図版 24　骨３）  骨製である。先端部はやや尖り、頭部は小さな５弁を加工する。

２区土坑 20から出土した。Ⅻ期から 期に属する。
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（８）木製品
井戸枠・柱根などがあるが、いずれも腐朽が著しい。井戸枠は１区井戸452・１区井戸580で縦板・

横桟の一部を採集したが、加工痕などの詳細は不明である。その他に漆器片があるが、木質部は

完全に腐朽しており、漆膜を採集したのみである。

（９）その他の出土遺物
動物遺体（図版 45）  獣骨・鳥骨・魚骨・貝殻がある。詳細は付章１を参照していただきたい。

植物遺体　少量の種子を採集した。一部不明のものがある他はすべてモモである。

焼土塊・焼土　各時代の遺構から出土した。明橙色を中心とする色調を呈する。大部分は１㎝

以下の細粒であるが、大きなものは直径 10㎝以上あり、スサとして用いられた植物体の痕跡があ

るものがある。壁土・屋根の葺土であったと推定できる。

炭片　各時代の遺構から出土した。大部分は１㎝以下の細片であるが、少量ながら原形をのこ

すものがある。一部については樹種の同定を行っている。付章２を参照していただきたい。

註

１） �小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第３号　( 財 ) 

京都市埋蔵文化財研究所　1996 年

２） �岡田憲一「西日本縄文後期後葉土器編年序論－向出遺跡出土土器の研究－」『向出遺跡　一般国道

26号（第２阪和国道）の建設に伴う発掘調査報告書　( 財 ) 大阪府文化財調査研究センター調査報

告書　第 55集』  ( 財 ) 大阪府文化財調査研究センター　2000 年

３） �従来の土師器の系譜につながる橙褐色の胎土の土師器を「赤色系土師器」、Ⅵ期以降に増加する白色

の精良な胎土の土師器を「白色系土師器」とする。
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５．ま  と  め
調査成果に基づき、調査値の歴史的変遷を概観する。

調査で検出した遺構のうち、時代を判別することができた約 900 基を時代別遺構変遷図（図

35～ 45）および時代別遺構数変遷表（表３）にまとめた。ただし、古い時代の遺構ほど新しい

時代の遺構により削平される傾向があるので、古い遺構ほど実際よりは数が少なくなることを念

頭に置かれたい。また、表３には検出した 32基の井戸の割合も加えた。土地利用の変遷を探る上

で有効と考えたからである。

今回の調査で採集した最も古い遺物は、１区流路 632 から出土した縄文時代後期から晩期の土

器である。共伴した炭化材の年代測定の成果とも整合することから、流路上流に集落が存在した

ことが推定でき、当時の人々が北白川などの丘陵地から京都盆地の低地部へ進出していたことを

示している。『京都市遺跡地図台帳』では調査地北に位置する烏丸御池遺跡に縄文時代が含まれて

いないが、今回の発見によって遺跡の上限が縄文時代後期まで遡る可能性が高くなった。

１区流路 632・流路 632B からは、弥生時代中期後半から後期中葉の完形に近い状態のものを

含む土器がまとまって出土した。調査地南側の調査で弥生時代後期前半の竪穴住居を検出してお

り関係が注目できる
　１)

。また、今回の成果により烏丸御池遺跡と調査地南に位置する烏丸綾小路遺

跡が一つに繋がり、弥生時代から古墳時代にかけての集落の範囲に再検討が必要となってきた（図

35）。

今回検出した平安京造営以降の性格が明らかな遺構は、平安時代中期の井戸が最も古い。東

洞院大路から東に約 14ｍの位置で１区井戸 583 を検出し、四条坊門小路沿いで２区井戸 394・

－ 50－



－ 51－

図 35　遺構変遷図１　縄文時代から飛鳥時代（１：300）
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図 36　遺構変遷図２　Ⅰ～Ⅳ期（１：300）
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図 37　遺構変遷図３　Ⅴ期（１：300）



395 を検出した。しかし、『中右記』に記載がある 12 世紀前半の藤原宗通や 12 世紀後半の藤

原重通の邸宅であったとされている時期の遺構数は、平安時代中期に比べると半減し井戸も検出

していない。平安時代後期から末期にかけて遺構が半減する原因については不明であるが、比較

的大きな邸宅に変化したことによって、単位面積あたりの遺構密度が減少した可能性がある（図

36・37）。

ところが、鎌倉時代に入って遺構は一挙に増大の傾向を見せ、遺構数のピークをなす室町時代

後期前半まで年代を追うごとにほぼ同一の率で増大する。応仁・文明の乱以前の京都の市街地は

平安京の左京域に相当する範囲のほぼ全域に広がっていたことが、土倉・酒屋・油屋の分布で判

明している（図６）。１区地下室 410・甕据付穴群を検出したことは、何らかの商工業に関わって

いた人が住んでいた可能性が高い。また、鎌倉時代から室町時代の井戸を 12基検出したことは、

該当地が町屋として利用されていたことを示しており、街区内に造られた３条の南北溝（１区溝

330・454・490）は、町屋の成立と廃水処理を念頭に置いた区画溝の機能を果たしていた可能性

がある。

従来の研究では調査地周辺は、下京町組東側と下京惣構西側の間の空閑地帯、もしくは不明な

地帯とされている。また、下京惣構が高倉通と東洞院通の間にあると想定されているが、正確な

位置は不明なままである（図７）。したがって、調査地が室町時代後期に下京惣構内の空閑地であっ

たのか、町屋が惣構際まで広がっていたかは発掘調査で検証されるべき問題として残されていた

（図 38～ 41）。

今回の調査では京都が荒廃したとされた応仁の乱に対応する室町時代後期前半の遺構数がピー

クをなすのに対し、室町時代後期後半の遺構が少ないことは注意を要する。この現象は応仁の乱

の頃の下京はむしろ活況を示しており、その後に遺構が減少するのは下京が焼き討ちされた天文

法華の乱（1536 年）の影響であると考えられる。今回検出した室町時代後期後半の遺構は性格も

不明で、特に井戸を１基も検出していないことが特徴的である。調査地周辺は比較的空閑地であっ

たことが推定できる（図 42）。

江戸時代初頭には遺構数が室町時代後期前半の状況に復活し、むしろ井戸の数はより多くなっ

ていることがわかる。なお、江戸時代前期が江戸時代初頭より少ないのは近世初頭の第１面まで

重機掘削したためで、実際の遺構数は同程度になるものと思われる（図 43）。

東洞院通東端より東約 27ｍで検出した１区溝 160 は、街区の西からほぼ４分の１の位置に南

北に掘られており、掘削期が桃山時代まで遡るとすれば、天正地割に関連する遺構である可能性

もあった。北側の調査でもこの溝の北延長を検出している
　２）

。

現在の東洞院通から高倉通までの距離は 130 ｍであるが、京間での間数を添えて描かれた『寛

永後万治前洛中絵図』（以下『洛中絵図』とする）にこの街区の東西幅を「六拾六間」（1.97 ｍ×

66＝ 130.02 ｍ）との記載があり、江戸時代初頭から現在まで変化がないものと考えられるので、

東洞院通東端を測点の基準にすることが可能である。現在の高倉小学校の敷地部分は『洛中絵図』

に「織田辰之助」の屋敷が描かれており、記載によれば屋敷の東西幅の合計が 38間半（75.845 ｍ）
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図 38　遺構変遷図４　Ⅵ期（１：300）
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図 39　遺構変遷図５　Ⅶ期（１：300）
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図 40　遺構変遷図６　Ⅷ期（１：300）
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図 41　遺構変遷図７　Ⅸ期（１：300）
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図 42　遺構変遷図８　Ⅹ期（１：300）



となる。東西幅「六拾六間」から屋敷東西幅 38間半を引くと京間 27間半（54.175 ｍ）となり、

さらにそれを半裁した地点に１区溝 160 が該当する。現在の東洞院通から東に 27ｍ地点に位置

し、東洞院通東側に面した町屋の奥行を規定していた区画溝であり、京間 14間（1.97 ｍ× 14＝

27.58 ｍ）もしくは田舎間の 15間（1.82 ｍ× 15＝ 27.3 ｍ）に一致する。１区溝 160 の掘削時

期は、埋土下層から 17世紀初頭の唐津産施釉陶器椀などが出土したことから、16世紀末から「す

わの町」の記載が初めて登場する『洛中洛外地図屏風』が描かれた寛永元年（1624）頃までであ

る可能性が高い。

１区溝 160 西側の町屋跡は、調査区西部南半に位置する東西の同一ライン上に、１区井戸

222・221、１区竈 224、１区甕据付穴 158・177・182 などが並んでおり、敷地の南端である

と考えられる。この建物の間口は同一線上に並ぶ１区井戸 222・221 の掘形南端から北側の敷地

に含まれると考えられる１区竈 218 南端までの距離が約７ｍであり、京間３間半（＝ 6.895 ｍ）

の間口に復元できる。したがって、この中央部の町屋の北側にも１区竈 218 を含む町屋、南側に

も町屋が建ち並んでいた可能性が高い。また、これらの町屋は敷地南側に東西方向のトオリニワ

を設けていた可能性が高い。

１区溝 160 東側でも１区井戸 115 が、１区井戸 222・221 と同一ライン上に存在し、南側に

は１区土蔵 78がある。１区井戸 115 と１区土蔵 78との間には１区柱穴 26・46・126・133 な

どが東西一列に並んでおり、１区井戸 115 南端と１区土蔵 78北端の間が敷地境であると考える

ことができる。江戸時代の井戸 115 は石組井戸で、コンクリートや漆喰などによる補修や水位深

化による掘り下げなどを経て近代まで利用され続けていたものと考えられる。このことから中央

南の敷地境は近代まで変更されなかった可能性が高い。１区土坑 45・117・71 などはこの敷地

境北側に沿っている。

御射山町側の敷地最奥に江戸時代初頭から前期にかけての大きな３基の土坑（１区土坑 96、２

区土坑 123・116）があり、これらの間隔から江戸時代初頭から前期には間口３間半で町屋の敷

地が割り付けられた可能性がある。泉正寺町側奥にこれらの土坑がないことについては、敷地面

積が狭く空閑地がほとんどなかったためと考える。泉正寺町と御射山町の境界は、２区柵１によっ

て蛸薬師通から 10間（20ｍ）地点に確定されるまで、２区柵１から北に 1.35 ｍ地点と南に 1.5

ｍ地点の約３ｍ幅で２度移動がある。

２区柵１以南の泉正寺町側では、調査区中央部の南北方向に並ぶ石列や２区井戸 146・９、２

区集石土坑 45の西端および東側の２区土蔵 70東端によって東西の敷地が区画されている。東側

の敷地からは井戸の他に、蛸薬師通に近い位置に石組の２区穴蔵１、２区石室 169・170・168

がある。西の敷地からも石組の２区穴蔵７、２区土蔵 70、２区井戸 30・31、土坑などを検出し

ている。西側敷地の２区土蔵 70は蛸薬師通に近く、しかも規模が小さいことが特徴である。また、

調査区南の西壁際に重複する２区井戸 30・31 を検出しており、これらの井戸掘形西端を西側敷

地の境界に想定すると、１区で検出した間口と同じ３間半となる。泉正寺町側からは竈を検出し

ていないことから、竈は調査区外の南側に設置されていた可能性が高い。井戸の並びなどから西
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図 43　遺構変遷図９　Ⅺ期（１：300）
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図 44　遺構変遷図 10　Ⅻ期（１：300）
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図 45　遺構変遷図 11　 期（１：300）



側にトオリニワを設けていた可能性が高い。なお、東側の敷地境は３間半地点が調査区東壁を越

えるので不明である。ただし、東側敷地内に２区井戸４があるので地目の変化があった可能性が

ある。

２区柵１以北の御射山町側は、２区北半東壁付近で南北幅５間（約 10ｍ）の２区土蔵 110 を

２区柵１を跨いで検出した。この土蔵北端から北に３間半の地点が１区で検出した南側敷地の北

境となる。間口５間の東西に長い御射山町に属する町屋最奥に設けられた土蔵である可能性が高

い。土蔵消滅後に４尺（約 1.2 ｍ）ほど町境が北に移動したものと思われる（図 43～ 45）。

京都風物案内書で名高い江戸時代中期の『京羽二重』・『京羽二重織留』によれば両側町であるた

め位置は特定できないが、御射山町・泉正寺町には、俳諧師・銀座役人・能楽師などの様々な職

種の他に、飛脚屋・諸国買物問屋・諸国絹問屋・大阪呉服屋・両替屋・紅花仲買問屋などが書き

上げられており、近世の物流経済を支えた店が存在したとされている。検出した土蔵との関連が

注目できる。また、２基の穴蔵を検出した泉正寺町側に限っていえば、穴蔵は間口が狭く奥行が

短い敷地の有効利用の結果であったとも考えられよう。土蔵・穴蔵の建築には費用がかかること、

また、茶陶などを含む遺物が多く出土したことから、京中でも裕福な町人層が住んでいたことが

考えられる。

さらに、商業だけでなく１区敷地奥の土坑 45・117・71 からは多量の炭と海綿状鉄滓が多量

に出土した。この堆積物は鉄分が酸化し黄褐色を呈し、多孔性で軽く粘土の他にスサが混入して

いる。鉄滓であることが化学分析によって判明しているわけではないが、何らかの鉄分を含んだ

産業廃棄物である可能性が高い。南側の敷地からは坩堝なども出土していることから、江戸時代

前期には何らかの生産に携わっていた町屋の可能性がある。人々の食生活の一端は、動物遺存体

の検討により明らかにすることができた。

註

１） �伊藤　潔『平安京左京四条四坊三町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告 2006-28　( 財 ) 京都

市埋蔵文化財研究所　2007 年

２） �山本雅和「平安京左京四条四坊」『平成２年度　京都市埋蔵文化財調査概要』   ( 財 ) 京都市埋蔵文化

財研究所　1994 年
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付章１　動物遺存体について
丸山真史（京都大学大学院人間・環境学研究科）

（１）概要
動物遺存体は、13 世紀から 19 世紀の遺構、あるいは遺物包含層から出土しており、破片数

にして 230 点を数え、そのうち種類と部位を同定したものは

178 点にのぼる。それらの内訳は貝類が 115 点と卓越し、つ

いで魚類 29 点、哺乳類 20 点、鳥類 14 点が続く（表４、図

46）。

当調査地は、東洞院通に面する町屋の一画にあたり、東隣は

武家屋敷地である。動物遺存体が出土している遺構は、主に町

屋の裏手にあたる、武家屋敷との中間に位置する溝・土坑・井

戸・穴蔵・土蔵・柱穴である。
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図 46　動物遺存体の組成（N=178）

表４　種 名 表

軟体動物門　Mollusca
　腹足綱　Gastropoda
　　古腹足目　Vetigastropoda
　　　ミミガイ科　Hiliotidae
　　　　ミミガイ科の一種　Haliotidae gen. et sp. indet.
　　　サザエ科　Turbnidae
　　　　サザエ　Turbo cornutus
　　新腹足目　Neogastropoda
　　　アッキガイ科　Muricidae
　　　　アカニシ　Rapana venosa
　　　エゾバイ科　Buccinidae
　　　　バイ　Balylonia japonica
　　　テングニシ科　Melongenidae
　　　　オニニシ　Hemifusus colosseus
　斧足綱　Bivalvia　
　　フネガイ目　Arcoida
　　　フネガイ科　Arcidae
　　　　アカガイ　Scpharaca broughtonii
　　　　フネガイ科の一種　Arcidae gen. et sp. indet.
　　カキ目　Ostreoidae
　　　イタボガキ科　Ostreidae
　　　　イタボガキ科の一種　Ostreidae gen. et sp. indet.
　　マルスダレガイ目　Veneroida
　　　シジミ科　Corbiculidae
　　　　シジミ科の一種　Corbiculidae gen. et sp. indet. 
　　　マルスダレガイ科　Veneridae
　　　　ハマグリ　Meretrix lusoria

脊椎動物門　Vertebrata
　硬骨魚綱　Osteichthyes
　　ウナギ目　Anguilliformes
　　　ハモ科　Muraenesocidae
　　　　ハモ属の一種　Muraenesox sp.
　　コイ目　Cyprinida
　　　コイ科　Cyprinidae
　　　　コイ　Cyprinus carpio

　　タラ目　Gadiformes
　　　タラ科　Gadidae
　　　　タラ科の一種　Gadidae, gen. et sp. indet.
　　カサゴ目　Scorpaeniformes
　　　コチ科　Platycephalidae
　　　　コチ科の一種　Platycephalidae, gen. et sp. indet.
　　スズキ目　Percidae
　　　アジ科　Carangiae 
　　　　ブリ属の一種　Seriola sp.
　　　シイラ科　Coryphaenidae
　　　　シイラ  Coyphaena hippurus
　　　タイ科　Sparidae
　　　　マダイ　Pagrus major
　　　　タイ科　Sparidae gen. et sp. indet.

　鳥綱　Aves
　　コウノトリ目　Ciconiformes
　　　サギ科　Ardidae
　　　　サギ科の一種　Ardeidae gen. et sp. indet.
　　カモ目　Anseriformes
　　　カモ科　Anatidae
　　　　ハクチョウ属の一種　Cygnus sp.
　　　　カモ科の一種　Anatidae gen. et sp. indet.
　　ツル目　Gruiformes
　　　ツル科　Gruidae
　　　　タンチョウ属の一種　Grus sp.

　哺乳綱　Mammalia
　　奇蹄目　Perissodactyla
　　　ウマ科　Equidae
　　　　ウマ　Equus caballus
　　偶蹄目　Artiodactyla
　　　ウシ科　Bovidae
　　　　ウシ　Bos taurus
　　　イノシシ科 Suidae
　　　　イノシシ Sus scrofa
　　　シカ科　Cervidae
　　　　ニホンジカ　Cervus nippon



（２）種類別の出土状況

貝類では、ハマグリ（左 19右 20不明２）41点、シジミ類（左 16

右 14 不明９）39 点、アカニシ 17 点、アワビ類８点、サザエ４点、

フネガイ科（不明２）２点、アカガイ（不明 ) ・オオニシ？・バイ・

イタボガキ科（不明）１点ずつ、計 115 点が出土している。ハマグリ

の大きさは殻高 40 ㎜から 50 ㎜に集中し、シジミ類の大きさは殻高

20㎜内外に集中する。１区溝 160 のアカニシは、殻長 100 ㎜以上と

推定される比較的大きな個体ばかりで、それらのうち２点は殻体部が

穿孔されている（図版 45- ３）。フネガイ科には、アカガイ・サルボウ

ガイ・サトウガイ・ハイガイなどが含まれ、破損しているため種を特

定できないが、アカガイの可能性が高い。

魚類では、マダイ 13 点、タイ科６点、コチ科３点、シイラ・タラ

科２点ずつ、ハモ属・コイ・ブリ属１点ずつ、計 29点が出土している。

マダイはいずれも体長 30㎝以上で、大きな個体は 60㎝以上と推定さ

れる。２区土坑35と２区土坑 118のマダイの前頭骨は、正中線に沿っ

て左右二つに切断されている。タイ科にはマダイ以外に、クロダイ・

キダイ・チダイなどが含まれるが、本資料では種類を特定することが

できない。２区土坑 58 のタイ科の主鰓蓋骨（左）は、関節下部で体

軸と水平方向に切断されている。コチ科は、いずれも体長 40㎝以上と推定される大型の個体ばか

りである。シイラは、１点が体長 60 ～ 80 ㎝程度、もう１点が 100 ㎝以上と推定される大型の

個体である。タラ科は、いずれも体長 60㎝以上の個体と推定される。ハモ属は、体長 100 ㎝以

上と推定される大型の個体であり、前頭骨の右側が正中方向に切断されている。コイは体長 50㎝

程度、ブリ属は体長 80㎝以上と推定される個体である。

鳥類では、カモ科 12点、タンチョウ属・サギ科１点ずつ、計 14点が出土している。２区土坑

128 のカモ科の大きさは、手根中手骨（左）がオナガガモ程度であり、頭蓋骨・肩甲骨（右 ) ・

尺骨（左）がマガモよりやや小さく、上腕骨（左１右１）と橈骨（左１右１）がヒドリガモより

やや大きい（図版 45- ２）。２区土坑 35のカモ

科は、マガンとマガモの中間程度の大きさであ

る。２区土坑 137 のタンチョウ属の指骨は、最

大長 24.2 ㎜を測り、マナヅル・ナベヅルよりも

大きい（図 47）。近位端と遠位端には切断され

た痕跡が、遠位部には削られた痕跡が見られる。

哺乳類では、ニホンジカ９点、イノシシ４点、

ウマ３点、イルカ科２点、ウシ・クマネズミ

属１点ずつ、計 20 点が出土している。１区溝
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図 47　タンチョウ属の指

図 48　イルカ類の肩甲骨

図 49　１区溝 160 ニホンジカ骨出土状況



160 下層のニホンジカの肩甲骨、上腕骨、橈骨、尺骨、中手骨は、解剖学的な位置を保った交連

状態で出土している（図 49）。２区土坑 39のイルカ類の肩甲骨は遠位部で切断されており、遠位

端付近に深く鋭い傷が見られる（図 48）。ウマはいずれも臼歯が上顎骨から遊離した状態で出土

しており、２区土坑 141 の第３前臼歯が 12歳から 13歳、２区井戸 364 の第３後臼歯が３歳か

ら５歳と推定される。２区土坑 58のウシの角芯は、先端よりやや下部に２条の太く浅い溝が刻ま

れている（図版 45- １）。

（３）平安京左京四条四坊二町跡にみる中・近世の動物利用
ａ）海産資源の利用について

内陸部に位置する京都において、近世では多様な海産物が消費されていたことが、発掘調査に

よって明らかになりつつある。最近では平安京左京三条四坊十町跡
　１)

、平安京左京五条三坊九町跡
　２)

において、14世紀から 15世紀に比定される遺構から海水魚が出土しており、中世における海産

資源の利用も注目される。当遺跡でも中・近世の海産物が出土しており、特に近世では種類、量

ともに豊富である。

16世紀までは種類を特定できなかった腹足綱（巻貝）が少数出土しているのに対して、17世

紀より後では海産魚貝類が増加し、貝類ではアカニシ、魚類ではマダイの出土が目立つ。アカニ

シは身を取り出す際に殻体を打ち割っている（図版 45- ３）。アワビ類・サザエ・バイ・ハマグリ・

アカガイ・カキ類は、従来の京都の発掘調査でも一般的に出土する貝種であるが、２区土坑 163

（17 世紀前葉～中葉）のオニニシ？は、京都では他に出土例がない。２区土坑 35（17 世紀中葉）

と２区土坑 118（17 世紀後葉～ 19世紀前葉）のマダイの前頭骨が切断されており、出汁や料理

として頭部を使用するため「兜割」されている。また、１区土坑 30（18世紀中葉～ 19世紀前葉）

から、京都の夏の風物詩であるハモ属の切断された前頭骨が出土している。マダイの頭部は潮煮

などの料理にも使用するが、ハモの頭部は出汁をとるために切断したのであろう。一方、冬を代

表するタラ科も２区土坑 39（17 世紀中葉）から出土しており、若狭や越前などの日本海側から

の流通品と考えられる。

これらの魚貝類に加えて、イルカ類が出土していることが特筆される。15世紀中頃に成立した

『尺素往来』には、美物として「海鹿（いるか）」がとりあげられている
　３)

。イルカ類は１区土坑 291（14

世紀後葉～ 15世紀後葉）から肩甲骨が、２区土坑 39（17 世紀中葉）から椎骨が出土しており、

実際に中・近世の京都にイルカ類が持ち込まれていたことをものがたる。１区土坑 291 の肩甲骨

には、関節部付近に切傷や切断痕が見られることから、イルカ類が解体され、食用になったこと

を指摘できる。京都において前肢（胸鰭）の付け根である肩甲骨が出土したことは、イルカ類の

流通形態を考える上で注目される。

ｂ）獣肉食について

古代から近世まで、何度も動物の殺生や肉食を禁じた法令が出されたことから、日本人は獣肉

食を忌避したと考えられてきた。しかし、実際には肉食が行われていたために、殺生、肉食を禁
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じる法令が出されたのであり、近年の中・近世遺跡の発掘調査では、実際にイノシシやニホンジ

カといった大型哺乳類の遺存体が出土することも珍しくない。

１区溝 160 の下層（17 世紀前葉）では、ニホンジカの肩甲骨・上腕骨・橈骨・尺骨・中手骨

が交連状態で出土している。このように四肢骨が交連状態で出土した例は、平安京左京六条三坊

五町跡
　４)

の町屋に伴う井戸（16世紀末～ 17世紀初頭）からニホンジカの前足２本・後足１本、平

安京左京三条二坊十町跡
　５)

の武家屋敷内の池（16世紀末～ 17世紀前葉）からニホンジカの前足１本・

後足１本、イノシシの前足１本がある。他地域の中・近世の遺跡でも、ニホンジカの同一個体の

四肢骨がしばしば一括で出土しており、足１本が枝肉として流通していたことがわかる。

16世紀末に成立した『料理物語』には、猪、鹿肉の料理法が記される
　６)

。『料理物語』の記載に加え、

実際に出土したイノシシやニホンジカの四肢骨は、枝肉を食用として屋敷地に搬入したことを示

す。京都の近世遺跡におけるイノシシとニホンジカの交連状態の四肢骨は、16世紀末から 17世

紀前葉の遺構から出土したものばかりである。17世紀後半には「生類憐れみ令」によって狩猟や

肉食の禁止が厳しく取り締まられるが、それ以前は狩猟も肉食も頻繁に行われたと思われる。

ｃ）牛角について

２区土坑 58（17 世紀前葉～中葉）から出土している牛角は、頭蓋骨から遊離した角芯のみで

あり、先端よりやや下部には、太く浅い溝が刻まれている（図版 45- １）。『和漢三才図会
　７)

』に「角

軟堅破擴徐踏押窄則再 擴如板挽櫛 染黒文琢偽玳瑁」と記されるように、角鞘を切り開き偽

鼈甲の原料として牛角が利用されたと考えられる
　８)

。

京都市内の遺跡における牛角の出土例は平安京左京三条二坊十町跡
　９)

では 17 世紀前半の土坑、

18世紀後半から 19世紀前半の土坑でそれぞれ１点ずつ出土している。また、平安京左京三条四

坊十町跡
  10)

では 17 世紀中葉の土坑から牛角が３点出土している。これらの牛角には明瞭な加工痕は

見られないが、細工に利用されたものと考えられる。当遺跡で出土した牛角は京都市内の遺跡で

６例目となり、加工痕が明瞭に見られる資料では初出となる。

平安京左京二条三坊十町跡
 11)

・三条四坊十町跡
  12)

・三条四坊十六町跡
  13)

・六条三坊五町跡
  14)

などでは、

ゴミ穴から加工された牛馬骨が多量に出土している。これらは牛馬骨を骨製品の原料として加工

した際に生じた廃材である。しかし、当遺跡では牛角の出土量は少なく、鹿角や牛馬骨など細工

の原料になる他の動物遺存体は出土しておらず、専業的な骨角細工工房があったとは考えにくい。

当地における角細工は、屋敷地内で小規模に営まれたという程度であろう。

（４）小結
最近の京都市街地の発掘調査において出土した中・近世の動物遺存体のなかには、多様な海産

物が含まれており、京都における水産物利用の実態が明らかになりつつある。当遺跡では中世の

遺構から解体痕の残ったイルカ類の肩甲骨が出土しており、中世京都の水産物利用および食生活

の一端が明らかになった。近世では海水産の魚貝類の出土が豊富になり、鳥獣類の肉も食用に供

されたことは近世の食文化を考える上で意義深い。鳥類では、カモ科は食料として一般的であるが、
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タンチョウ属の出土が注目される。溝から出土したニホンジカの四肢骨は、近世初期の京都市中

において獣肉食が普及していたことを示す。また、当地において、牛角を利用した小規模な細工

が行われたことも指摘できる。当調査地が町屋と武家屋敷との中間に位置しており、どちらに属

するゴミ穴であるか特定は困難である。しかし、いずれに属するゴミ穴とその内容物であっても、

近世京都の動物利用を考える上で貴重な出土例を追加することができた。

謝辞　タンチョウ属の同定について、江田真毅氏（鳥取大学医学部）にご指導いただいた。
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付章２　自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

今回の分析調査では、１）調査区で検出されている中世・近世の遺構のベースをなす堆積物の

形成年代推定、２）近世の遺構覆土中の植物遺体同定を実施した。以下に課題別に調査結果を報

告する。

（１）１区の中・近世の遺構のベースをなす堆積物の形成年代の検討
１）調査目的

遺跡における人間活動を把握する上で、遺跡が位置する地域の地形発達過程を把握することは

重要な課題である。平安京域では、このような視点の研究として、河角（2004）による歴史時代

における洪水発生回数の変動と地形変化との関係に関する研究成果が存在する。この研究でも指

摘されているが、各遺跡における地層の層相記載および年代測定の蓄積によって、より細かな時間・

空間スケールでの上記の検討が可能となる。そこで、今回の分析調査では、このような視点から、

調査区の中世の遺構をなす堆積物の形成年代に関する情報を得ることを目的として、遺構のベー

スをなす堆積物から出土した炭化材について放射性炭素年代測定および樹種同定を実施する。

２）調査地点・試料

１区の中世および近世の遺構のベースをなす堆積物の累重状況を図 50に示す。この遺構のベー

スをなす堆積物は、最上部は中世の遺構構築のために掘削されており、その外形は不明であるが、

その下位層準は砂礫を主体とする上下方向に凸な形をなす流路充填堆積物と、その氾濫堆積物で
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図 50　１区の遺構のベースをなす堆積物の累重状況



ある側方級化する砂層の累重からなる。このような層相から、遺構のベースをなす堆積物は、扇

状地などで確認される、網状流路の堆積システムで形成されたものと推定される。

放射性炭素年代測定および樹種同定は、１区井戸 580 底部壁面堆積物、１区流路 632 充填堆積

物から出土した、遺構のベースをなす堆積物から出土した炭化材について実施する。

３）方法

１　放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定はＡＭＳ法による。試料に土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが

付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄などにより物理的に除去する。物理的処理

を終了した後、HCｌにより炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHにより腐植酸等アルカリ可溶成分

を除去、HCｌによりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去する（酸・アルカリ・

酸処理）。

試料をバイコール管に入れ、１gの酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管

内を真空にして封じきり、500℃（30 分）850℃（２時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋

エタノールの温度差を利用し、真空ラインにて CO2を精製する。真空ラインにてバイコール管に

精製した CO2と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを 650℃で 10時間

以上加熱し、グラファイトを生成する。

化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径１㎜の孔にプレスして、タンデム加速器のイ

オン源に装着し、測定する。測定機器は、３MV小型タンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専

用装置（NEC　Pelletron　９SDH- ２）を使用する。AMS 測定時に、標準試料である米国国立標

準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX- Ⅱ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また、

測定中同時に 13C/12C の測定も行うため、この値を用いてδ 13C を算出する。

放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年を基

点とした年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する年代である。得ら

れた測定値は、δ 13C の値を元に同位体効果の補正を行う。さらに、補正値を RADIOCARBON 

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.02（Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer）を

用いて暦年較正を実施する。その際、誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された年代値に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減

期 5730 ± 40 年）を較正することである。暦年較正に関しては、本来 10年単位で表すのが通例

であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に

対応するため、１年単位で表す。２点とも炭化材であることから、北半球の大気中炭素に由来す

る較正曲線を用いる。暦年較正は、測定誤差σ、２σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値

が68%の確率で存在する範囲、２σは真の値が95%の確率で存在する範囲である。また、相対比は、

σ、２σの範囲をそれぞれ１とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示した
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ものである。

２　樹種同定

試料を自然乾燥させた後、木口（横断面 ) ・柾目（放射断面 ) ・板目（接線断面）の３断面の割

断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、そ

の特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して

種類を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴については、島地・伊東（1982）、Wheeler 他（1998）、Richter

他（2006）を参考にする。また、日本産木材の組織配列については、林（1991）や伊東（1995, 

1996,1997,1998,1999）を参考にする。
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表７　暦年較正結果



４）結果

１　放射性炭素年代測定結果

放射性炭素年代測定結果を表６、暦年較正結果を表７に示す。同位体効果の補正を行った年代

測定値は、１区井戸 580 底部壁面の炭化材が 910 ± 30BP、１区流路 632 の炭化材が 2,990 ±

30BP を示した。

２　樹種同定結果

樹種同定結果は、１区井戸 580 底部壁面に認められた年代測定を実施した炭化材は遺存状態

が悪く樹種を特定できなかった。同時に出土している炭化材はスギに同定された。また１区流路

632 の炭化材１点はクリに同定された。これらの解剖学的特徴を以下に示す。

・スギ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. Don）　スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、

晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成さ

れる。分野壁孔はスギ型で、1分野に２～４個。放射組織は単列、１～ 10細胞高。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は３～４列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～ 15細胞高。

５）遺構のベースをなす堆積物の形成年代

今回の調査区は、河角（2004）の地形分類によると、完新世段丘面Ⅳに区分される、鴨川流

域の扇状地帯に位置する。先述したように今回の調査区の遺構のベースなす堆積物は、扇状地形

成に関わる、網状流路の堆積システム下で形成された堆積物と判断される。１区流路 632 充填

堆積物第４層から出土した炭化材は、補正年代値で 2,990 ± 30YBP、暦年較正年代（２σ）で

calBC1,319-1,117 年（相対比 0.955）を示した。この年代値は、谷口（2001）や西本編（2006）

による縄文時代および弥生時代の年代測定成果に基づくと、縄文時代晩期前半の年代に対応する。

１区流路 632 充填堆積物からは、縄文時代後期の宮滝式土器および縄文時代晩期前半の滋賀里Ⅱ

～Ⅲ a式土器が出土している。これらの出土遺物の時代と放射性炭素年代測定値は同調的である。

したがって、１区流路 632 は、縄文時代晩期以降に形成されたことになり、縄文時代晩期頃の調

査区一帯は扇状地の発達が進行する、不安定な堆積領域であったことが推定される。

１区流路 632 充填堆積物第４層から出土した炭化材は、冷温帯下部から暖温帯にかけて広く生

育する、高木となる落葉広葉樹のクリに同定された。クリは二次林要素でもあり、調査区の地形

を踏まえると、本遺跡周辺に生育していた可能性が充分考えられる樹種である。炭化していたこ

とから人間により利用されていたものに由来する可能性もある。なお、北白川追分町遺跡では、

縄文時代中期および晩期の埋没林が検出されており、自然木の樹種同定や花粉分析から、常緑広

葉樹のアカガシ亜属を中心に、針葉樹のイヌガヤ、カヤ、落葉広葉樹のクリ、ヤマザクラ、ムク

ロジ、ムクノキ、ヤマグワ、カエデ属、トチノキ、エゴノキ属等からなる植生が推定されている（島
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地ほか ,1987; 五十川 ,1991）。

一 方、 １ 区 井 戸 580 底 部 壁 面 か ら 出 土 し た 炭 化 材 は、 補 正 年 代 で 910 ± 30BP

（ca1AD1,044-1,164）を示した。この年代値は、上述の１区流路 632 充填堆積物の年代とは大き

くかけ離れており、炭化材は遺構掘削時などに取り込まれたものに由来する可能性が高い。年代

測定を実施した炭化材は、組織が観察できず種類不明であったが、同じく井戸底部から出土した

他の炭化材は針葉樹のスギに同定された。スギは木理が通直で割裂性が高く、加工は容易である。

平安京では、左京七条一坊十一町や左京七条一坊十三町で検出された古代の井戸部材にスギ、ヒ

ノキ、ネズコが確認されており（岡田 ,1986; 大山 ,2003）、今回のスギも井戸部材に関わる可能

性もある。

（２）２区第１面出土の植物遺体
１）調査目的

２区第１面の近世の町屋跡では、炭化植物遺体を含む土坑などの遺構が多数確認されている。

ここでは、近世の植物資源の利用状況を把握することを目的として、遺構埋土について微細物分析・

灰の灰像分析を実施し、抽出された炭化材の樹種同定を実施する。２）試料

分析試料の一覧を表８に示す。

１　微細物分析

試料は、２区土坑 65埋土下部より採取された土壌１点である。

２　灰像分析

試料は、２区土坑 75・土坑 77・土坑 186 の灰試料各１点、２区土坑 65埋土下部の土壌に認

められた灰、２区穴蔵１の赤変部に混ざる植物の灰様物（イネ科？）と炭層の炭化した植物繊維で、

合計６点である。

３　樹種同定

試料は、２区土坑 75・土坑 77・土坑 186・穴蔵１炭層の一括採取された炭化物の中から無作

為に選択した各５点、合計 20

点である。また、微細物分析

を実施する２区土坑 65埋土下

部から出土した炭化物が肉眼

で認められることから、微細

物分析で洗い出された炭化物

中に同定可能な炭化材がある

場合、５点程度を抽出して分

析を実施する。
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３）方法

１　微細物分析

土壌 200 ㏄を水に浸し、粒径 0.5 ㎜の篩を通して水洗する。篩内の試料を粒径別にシャーレに

集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて同定可能な種実の他、炭化材（主に径４

㎜以上）、動物遺存体、土器などの遺物を抽出する。抽出した種実を双眼実体顕微鏡下で観察し、

現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）等の図鑑との対照から、種類と部位を同定し、

個数を数えて表示する。炭化材、動物遺存体、土器などは、70℃ 48 時間乾燥後の重量（ℊ）と

最大角（㎜）を表示する。分析後は、種類別に容器に入れて保管する。種実には70％程度のエタノー

ル溶液による液浸保存処理を施す。

２　灰像分析

植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、珪化細胞列などの組織構造を呈している。植物体が

土壌中に取り込まれた後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によって分離し単体となる。し

かし、植物が燃えた後の灰などは、組織構造が珪化組織片などの形で残されている場合が多い（例

えば、パリノ・サーヴェイ株式会社 ,1993）。そのため、堆積物から珪化組織片が産出した場合、

植物体の存在や利用が推定される。

２区土坑 75・土坑 77・土坑 186 では、試料観察する上で障害となる有機物が少なく、そのま

ま検鏡試料としたが、２区穴蔵１試料は灰像の観察に障害となる有機物が含まれていたため、前

処理として過酸化水素水で漂白、灰化した上で検鏡試料とした。各試料は一部をスライドガラス

に取り、400 倍の光学顕微鏡下で観察した。その際、出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部

短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物

珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）、これらを含む珪化組織片を近藤（2004）の分類に基づ

いて同定した。結果は、産出した分類群とその個数の一覧表として示す。

３　炭化材の樹種同定

炭化材の同定は、上述した方法と同様の方法で実施した。４）結果

１　微細物分析

結果を表９に示す。種実は、イネの穎･胚乳 1個、穎 14個が検出され、全て炭化している。種

実以外では、最大径１㎝の炭化材 0.259ℊ、不明炭化物（木材組織が確認されない、種類・部位

共に不明の炭化物）３個、加工品の可能性がある焼骨 1個（0.006ℊ）、焼けた魚類の鰭棘１個

（0.015ℊ）、魚類と思われる焼骨 0.074ℊ、径 1.6 ㎝の土器１個（0.35ℊ）が検出された。その他に、

残渣に含めた炭化植物片（径２㎜以下）には、イネの炭化・灰化した穎の微細片が多く含まれる。

以下に、種実の形態的特徴等を記す。

・イネ（Oryza sativa L.）　イネ科イネ属

穎（果）と胚乳が検出された。炭化しており黒色、灰化個体はやや透明な灰白色。やや偏平な

長楕円体。穎は、長さ６-7.5 ㎜、幅３- ４㎜、厚さ２㎜程度。破片は大きさ１- ３㎜程度。基部に
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斜切状円柱形の果実序柄と１対の護穎を有し、その上に外穎（護穎と言う場合もある）と内穎が

ある。外穎は５脈、内穎は３脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合してやや偏平な長楕円形の稲籾

を構成する。果皮は柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。穎（果）に包まれる胚乳は、長

さ５㎜、幅３㎜、厚さ1.5㎜程度。基部一端に胚が脱落した斜切形の凹部がある。表面はやや平滑で、

２- ３本の隆条が縦列する。

２　灰像分析

結果を表 10に示す。以下に、各遺構での産状を述べる。

・２区土坑 65

イネ属の葉部に由来する珪化組織片が多産する。特に、短細胞列の産出が目立つ。

・２区土坑 75

イネ属の葉部に由来する珪化組織片が多産する。特に、短細胞列の産出が目立つ。

・２区土坑 77

イネ属に由来する珪化組織片が多産する。特に、短細胞列の産出が目立つ。また籾殻に形成さ
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れる穎珪酸体も多い。この他に、ススキ属の葉部に形成される短細胞列も見られる。

・２区土坑 186

イネ属に由来する珪化組織片が多産する。特に、短細胞列の産出が目立つ。また穎珪酸体も多い。

・２区穴蔵１

赤変部混ざる植物の灰様物（イネ科？）では、多くのイネ属短細胞列が認められる。一方、炭

層の炭化した植物繊維では珪化組織片が見られず、繊維状の炭化物が認められるに過ぎない。

３　樹種同定

樹種同定結果を表 11 に示す。炭化材は、針葉樹２分類群（マツ属複維管束亜属・ヒノキ科）、

広葉樹 10分類群（カバノキ属・クマシデ属イヌシデ節・ブナ属・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・

コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・シラキ・クマノミズキ類・アセビ・ガマズミ属）とイネ科

に同定された。なお、２区土坑 65埋土下部から抽出した炭化材のうち、２点は道管が認められる

ことから広葉樹であるが、保存が悪く組織配列が観察できないため樹種の同定に至らない。また、

１点は樹皮のみであり、木部が残存していないため樹種不明である。同定された各試料の解剖学

的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon）　マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～や

や緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は仮道管、柔細胞、

水平樹脂道、エピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状で、１分野に１個である。放射仮
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道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、１～ 15細胞高。

・ヒノキ科（Cupressaceae）

試料は年輪界で割れている。軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部か

ら晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。

放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、１

～ 10細胞高。

・カバノキ属（Betula）　カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に２～４個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸

減させる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状～交互状に配列する。放射組織は同性、１～３

細胞幅、１～ 30細胞高。

・クマシデ属イヌシデ節（Carpinus subgen. Euarpinus）　カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に２～４個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は対列状～交互状に配列する。放射組織は異性、１～３細胞幅、１～ 40細胞高の

ものと集合放射組織とがある。

・ブナ属（Fagus）　ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に２～３個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。

道管の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。

放射組織はほぼ同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercus subgen. Quercus sect. Cerris）　ブナ科

環孔材で、孔圏部は１～３列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、単独で放射方向に配列し、

年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は

同性、単列、１～ 20細胞高のものと複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Quercus sect. Prinus）　ブナ科

環孔材で、孔圏部は１～３列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～ 20細胞高の

ものと複合放射組織とがある。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は３～４列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～ 15細胞高。

・シラキ（Sapium japonicum （Sieb. et Zucc.） Pax et Hoffm）　トウダイグサ科シラキ属

散孔材で、道管は単独または２～５個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列（希に２列）、１～ 40細胞高。

・クマノミズキ類（Cornus）　ミズキ科ミズキ属

散孔材で、道管はほぼ単独で散在し、分布密度は高くない。道管は階段穿孔を有し、壁孔は交

互状に配列する。放射組織は異性、１～ 6細胞幅、１～ 30細胞高。
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以上の特徴からミズキ属の中でもクマノミズキやヤマボウシと考えられる。

・アセビ（Pieris japonica （Thunb.） D.Don.）　ツツジ科アセビ属

散孔材で、年輪始めに横方向に道管が揃うが、その後は単独また２～３個が接線方向に複合し

ながら散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状

に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、１～３列、１～ 15細胞高。

・ガマズミ属（Viburnum）　スイカズラ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では円形～やや角張った楕円形、ほぼ単独で散在する。道管は

階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は異性、１～４細胞幅、１～ 40細

胞高。

・イネ科（Gramineae）

試料は薄く脆い。横断面では、２対４個の道管の外側に師部細胞があり、これらを厚壁の繊維

細胞（維管束鞘）が囲んで維管束を形成する。維管束は柔組織中に散在し、不斉中心柱をなす。

５）考察

１　土坑

２区土坑 65埋土下部からは、水洗選別の結果、炭化種実、不明炭化物、炭化材、魚骨（鰭棘）、

魚類の可能性がある焼骨、加工痕のある焼骨、土器片等が産出した。炭化種実は、栽培種のイネの穎・

胚乳、イネの穎、炭化･灰化した多数のイネの穎の微細片に同定された。炭化材はイヌシデ節とク

マノミズキ類、樹種不明の広葉樹、樹皮に同定された。一方、本埋土の灰像分析結果では、イネ

属の葉部に由来する珪化組織片が多産した。このように２区土坑 65から産出した植物遺体は、い

ずれも炭化していた。また、炭化材以外の植物遺体は全て栽培植物のイネに由来するものからなり、

産出部位からみて、胚乳が付いた状態のイネの植物体が燃焼している可能性が高い。

２区土坑 75・土坑 77・土坑 186 埋土は廃棄された炭化材を含む灰からなる。この灰試料は、

灰像分析の結果、いずれの遺構もイネ属の葉部に由来した珪化組織片が多産し、２区土坑 77 と

２区土坑 186 ではイネ属の穎、２区土坑 77ではススキ属の葉部に由来する組織片が認められた。

一方、灰と共に出土した炭化材は、遺構によって樹種構成が異なっていた。２区土坑 75では、ア

セビを中心にコナラ節やクリが混じる。アセビの中には、直径約 1.5 ㎝の小枝状の炭化材が含ま

れている。２区土坑 77では、５点の炭化材に５分類群が認められ、針葉樹のマツ属複維管束亜属、

広葉樹のカバノキ属、ブナ属、クヌギ節、クリが認められた。２区土坑 186 は、針葉樹のヒノキ科、

広葉樹のイヌシデ節、シラキ、草本のイネ科の稈が認められた。このうち、針葉樹のヒノキ科の

炭化材は、薄い板目板状を呈しているが、明瞭な加工痕は見られないこと、自然状態でも板目状

に割れることがあるので加工木と特定するには至らない。広葉樹材は、いずれも重硬で強度の高

い材質を有している点で共通するものの、遺構によって種類構成が異なり、針葉樹材も混じるなど、

各土坑における木材利用には統一性が見られない。産出した樹種のうち、ブナ属・カバノキ属以

外の樹種は、遺跡周辺や背後の山地に生育していた可能性が充分考えられる樹種であり、周囲か
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ら入手したものを利用している可能性が高い。ただし、ブナ属やカバノキ属は、京都盆地周辺の

山地では一般的な樹種ではなく、木製品にも利用される有用材であることを考慮すると、炭化し

た木製品が混在している可能性もある。

以上、近世の土坑埋土から産出した炭化材以外の植物遺体は、２区土坑 77 でススキ属が確認

されたものの、それ以外は全て栽培植物のイネの各部位に由来するものであった。これら土坑埋

土が燃料残滓に由来するものだとすれば、燃料材として稲藁が多用されていたことになる。また、

炭化材は、上記したように土坑間で樹種構成が異なるものの、同定された樹種の多くが二次林や

河畔林の構成要素からなることから、調査区周辺で入手可能な木材を燃料材として利用している

ことになる。この点については発掘調査成果を踏まえて評価が必要であろう。また、平安京域に

おける近世の植生情報との比較検討も今後の課題とされる。

２　穴蔵

２区穴蔵１は、石壁を伴う焼成遺構である。この２区穴蔵１の床面に混ざる植物の灰様物からは、

多数のイネ属由来の組織片（短細胞列）が産出した。炭層試料中の炭化した植物繊維は珪化組織

片が認められなかったため種類を特定できなかった。一方、出土炭化材では、イヌシデ節を中心

にクリやガマズミ属が認められた。いずれも重硬で強度の高い材質を有する樹木である。硬い広

葉樹材を中心とすること、イネ属の葉部に由来する組織片が認められることは、２区土坑 75・土

坑 77・土坑 186 と共通する特徴である。なお、クリは、生木の状態では硬いが、製炭すると柔

らかく燃焼性の良い炭になり、マツ炭と共に鍛冶などの燃料材に利用される（岸本・杉浦 ,1980）。

引用文献

林　昭三 ,1991, 日本産木材　顕微鏡写真集 . 京都大学木質科学研究所 .

五十川　伸矢 ,1991, 植物相と動物相 .「先史時代の北白川」, 京都大学文学部博物館 ,74-75.

石川　茂雄 ,1994, 原色日本植物種子写真図鑑 . 石川茂雄図鑑刊行委員会 ,328p.

伊東　隆夫 ,1995, 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ . 木材研究・資料 ,31, 京都大学木質科学研究所 ,

81-181.

伊東　隆夫 ,1996, 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅱ . 木材研究・資料 ,32, 京都大学木質科学研究所 .

66-176.

伊東　隆夫 ,1997, 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅲ . 木材研究・資料 ,33, 京都大学木質科学研究所 ,

83-201.

伊東　隆夫 ,1998, 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ . 木材研究・資料 ,34, 京都大学木質科学研究所 ,

30-166.

伊東　隆夫 ,1999, 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅴ . 木材研究・資料 ,35, 京都大学木質科学研究所 ,

47-216.

河角　龍典 ,2004, 歴史時代における京都の洪水と氾濫原の地形変化－遺跡に記録された災害情報を用いた

水害史の再構築－ . 京都歴史災害研究 , 第 1号 ,13-23.

岸本　定吉・杉浦　銀治 ,1980, 日曜炭やき師入門 . 総合科学出版 ,250p.

－ 83 －



近藤　錬三 ,2004, 植物ケイ酸体研究 . ペドロジスト ,48,46-64.

中山　至大・井之口　希秀・南谷　忠志 ,2000, 日本植物種子図鑑 . 東北大学出版会 ,642p.

西本豊弘　編 ,2006, 新弥生時代のはじまり　第１巻　弥生時代の新年代 , 雄山閣 ,143p.

岡田　文男 ,1986, 井戸枠部材･木製品の樹種の調査 .「左京七条一坊十三町平安京東市外町の調査」, 平安

学園考古学クラブ ,55-60.

大山　幹成 ,2003, 井戸枠部材の樹種同定 .「左京七条一坊十一町　平安京東市周辺の調査」, 平安学園考古

学クラブ ,44.

パリノ・サーヴェイ株式会社 ,1993, 自然科学分析からみた人々の生活（1）. 慶應義塾藤沢校地埋蔵文化財

調査室編「湘南藤沢キャンパス内遺跡 第 1巻 総論」, 慶應義塾 ,347-370.

Richter H.G.,Grosser D.,Heinz I. and Gasson P.E.（編）,2006, 針葉樹材の識別　IAWAによる光学顕微鏡的

特徴リスト . 伊東　隆夫・藤井　智之・佐野　雄三・安部　久・内海　泰弘（日本語版監修）, 海青社 ,70p.

［Richter　H.G.,Grosser D.,Heinz I. and Gasson P.E.（2004）IAWA List of Microscopic Features for Softwood 

Identification］.

島地　謙・伊東　隆夫 ,1982, 図説木材組織 . 地球社 ,176p.

島地　謙・林　昭三・伊東　隆夫 ,1987, 木材 .「京都大学構内遺跡調査研究年報　昭和 59年度」,32-38.

谷口　康浩 2001 「縄文時代遺跡の年代」 『季刊考古学』 77 （17-21）.

Wheeler E.A.,Bass P. and Gasson P.E.（編）,1998,広葉樹材の識別　IAWAによる光学顕微鏡的特徴リスト .伊

東　隆夫・藤井　智之・佐伯　浩（日本語版監修）, 海青社 ,122p.［Wheeler E.A.,Bass P. and Gasson P.E.（1989）

IAWA List of Microscopic Features for Hardwood Identification］.

－ 84 －



－ 85－

図 51　微細物（種実・骨・土器）
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図 52　灰像


